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四
、

五
、

こ
の
図
録
は
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
末
ま
で
に
国

お
よ
び
県
が
指
定
し
た
島
根
県
下
所
在
の
文
化
財

の
う
ち
、
貝
塚
、
住
居
跡
、
古
増
一
遺
物
包
合
層

お
よ
び
そ
の
主
な
出
土
品
を
収
録
し
だ
。

図
録
の
性
質
上
写
真
に
主
体
を
お
き
、
解
説
は
つ

と
め
て
平
易
簡
潔
を
旨
と
し
た
。

写
真
は
本
図
録
の
た
め
、
新
た
に
松
江
市
井
上
喜

弘
氏
に
委
嘱
し
て
撮
影
し
た
も
の
が
大
部
分
で
、

一
部
は
、
東
京
国
立
博
物
館
、
京
都
大
学
考
古
学

研
究
室
、
大
谷
従
二
氏
提
供
の
も
の
で
あ
る
。

解
説
は
県
文
化
財
専
門
委
員
山
本
清
氏
、
同
臨
時

専
門
委
員
池
田
満
雄
氏
、
同
近
藤
正
氏
、
同
東
森

市
長
氏
が
担
当
し
た
。

表
紙
見
返
し
、
カ
バ
ー
に
用
い
た
和
紙
は
，
島
根

県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
出
雲
民
芸
紙

（保

持
者
　
安
部
栄
四
郎
氏
）
で
あ
る
。



の
先
史
遺
跡
こ
古
墳

下
の
文
化
財
は
、
先
史
時
代
遺
跡
四
件
、
古
墳
三
二
件
、
計
二
六

件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
国
の
指
定
し
た
文
化
財
は
二
一
件
で
あ
つ
て
収
録
し
た
も
の
の
大
部

分
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
は
国
家
と
し
て
の
見
地
か
ら
そ
の
重
要
性
を
認
め
て
指
定
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
お
の
ず
か
ら
県
下
に
お
け
る
当
代

文
化
の
様
相
を
よ
く
象
徴
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
県
指
定
の
史
跡
と
相
ま
つ
て
地
方
文
化
を

理
解
す
る
か
な
め
を
な
し
て
い
る
。
よ
つ
て
各
指
定
文
化
財
を
中
心
と
し
先
史
並
び
に
原
史

時
代
文
化
に
つ
い
て
略
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

縄

文

式

遺

跡

近
年
急
速
に
研
究
が
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
る
旧
石
器
時
代
乃
至
中
石
器
時
代
に
属
す
る
い
わ

ゆ
る
無
上
器
文
化
に
関
す
る
遺
跡
は
、
山
陰
地
方
で
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

島
根
県
下
で
縄
文
式
上
器
の
発
見
さ
れ
た
遺
跡
は
、
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
に
わ
た
り
三
〇
箇

所
ば
か
り
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
戦
前
か
ら
判
明
し
て
い
た
も
の
は
、
指
定
史
跡
で
あ
る

佐
大
講
武
貝
塚
、
サ
ル
ガ
鼻
洞
窟
、
権
現
山
洞
窟
の
ほ
か
僅
か

一
―
二
箇
所
で
、
大
部
分
は

戦
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
各
地
で
遺
跡
が
判
明
し
た
の
は
、
こ

の
方
面
に
対
す
る
人
た
の
関
心
が
よ
う
や
く
き
ざ
し
始
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、

実
際
に
は
な
お
お
び
た
だ
し
い
遺
跡
が
地
下
に
眠
つ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
れ
は

縄
文
式
石
器
だ
け
が
単
独
に
拾
得
さ
れ
た
箇
所
は
土
器
の
出
土
箇
所
に
比
し
は
る
か
に
多
数

あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
う
な
ず
け
る
。

県
下
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
な
発
掘
調
査
が
少
な
い
た
め
土
器
の
編
年
が
や
や
不

明
確
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
主
な
遺
跡
の
大
体
の
年
代
的
位
置
は
下
表
に
示
す
よ
う
な
も
の
で

同

　

　

同

　

　

湊

周

吉

郡

西

郷

町

宮

尾

海
士
郡
海
士
村
郡
山

鹿

足

郡

日

原

町

日

原

益

田

市

安

富
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市

波

子

同

　

　

横
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町

竜

ノ
駒

同

同

宇
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王

貫

仁

多
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仁
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町
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倉
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町

平
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社
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簸
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大
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小

浜
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同

　

　

同

　

　

　

　

権

現

山

洞

窟

同

　

　

美

保

関

町

　

サ

ル

ガ
鼻

洞

窟

八
束

郡

鹿

島

町

　

佐

太

諾

武

貝

塚

遺

　

　

跡
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あ
る
。
す
な
わ
ち
数
千
年
に
わ
た
る
縄
文
式
時
代
に
お
い
て
、
早
期
末
以
降
、
県
下
の
各
地

に
生
活
の
あ
と
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
海
上
の
隠
岐
に
も
少
く
と
も
前
期
初
頭
以
来
本

土
と
同
様
の
文
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
遺
跡
の
中
で
、
指
定
史
跡
で
あ
る
佐
太
講
武
貝
塚
は
今
の
と
こ
ろ
も
つ
と
も
古
い
遺

跡
で
あ
り
、
ま
た
遺
物
包
合
層
も
広
範
囲
に
及
び
、
各
種
の
遺
物
も
多
く
、
県
下
の
代
表
的

遺
跡
で
あ
り
、
山
陰
に
は
例
の
少
な
い
貝
塚
で
あ
る
こ
と
も
重
要
視
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

美
保
関
町
森
山
の
サ
ル
ガ
鼻

・
権
現
山
の
遺
跡
は
洞
窟
遺
跡
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
も
つ

も
の
で
あ
り
、
近
年
判
明
し
た
同
じ
森
山
の
小
浜
洞
窟
と
と
も
に
上
器
石
器
等
の
ほ
か
保
存

良
好
な
各
種
自
然
遺
物
を
出
し
て
い
る
。

県
下
の
遺
跡
の
分
布
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
海
岸
部
と
中
国
山
脈
の
脊
梁
地
帯
と
に
遠

跡
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
間
地
帯
に
多
い
の
は
栗
林
の
生
育
良
好
な
地

帯
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
う
な
ず
か
れ
、
海
岸
部
に
多
い
の
は
水
産
物
の
豊
富
な
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
時
代
の
生
活
は
自
然
物
の
採
取
を
基
調
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て

い
る
の
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
今
後
よ
り
多
く
の
遺
跡
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

一
層
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

弥

生

式

遺

跡

島
根
県
下
で
弥
生
式
上
瀑
の
出
土
箇
所
は
七
ぞ
八
〇
箇
所
ほ
ど
あ
る
が
、
ほ
か
に
弥
生
式

石
器
の
拾
得
さ
れ
た
箇
所
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
多
い
。
弥
生
式
時
代
は
縄
文
式
時
代
が
す
こ
ぶ

る
長
期
間
に
わ
た
る
の
に
比
す
れ
ば
は
る
か
に
短
い
期
間
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
弥
生

式
時
代
に
怠
速
に
人
口
の
増
加
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
弥
生
式
上
器
の
出
た
遺
跡
も
、

ほ
と
ん
ど
戦
後
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
未
発
見
の
遺
跡
が
お
び
た
だ
し
く
眠
つ
て

い
る
こ
と
は
人
の
想
像
以
上
で
あ
ろ
う
。
種
た
の
点
か
ら
推
測
す
る
と
、
弥
生
式
時
代
末
期

に
も
な
る
と
、
県
下
の
至
る
と
こ
ろ
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
土
器
形
式
の
判
明
し
て
い
る
遺
跡
に
つ
い
て
そ
の
分
布
を
見
る
と
、
時
期
に
よ

つ
て
差
の
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
期
の
遺
跡
は
次
の
よ
う
に
、
海
岸
や
海

岸
に
近
い
低
標
高
地
帯
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

八
束
郡
美
保
関
町
森
山
小
浜
洞
窟

同
　
　
同
　
　
　
稲
積

同
　
　
鹿
島
町
　
佐
太
前

同
　
　
同
　
　
　
古
浦
砂
丘

松
江
市
法
吉
町

同
　
　
春
口
町

同
　
　
西
川
津
町
タ
テ
チ
ヨ
ウ

同
　
　
同
　
　
　
（県
道
沿
い
）

出
雲
市
矢
野
町
矢
野
貝
塚

平
田
市
猪
目
洞
窟

簸
川
郡
大
社
町
原
山

同
　
　
多
使
村
矢
谷
　
　
　
　
　
　
′

大
田
市
長
久
町
法
尺
橋
附
近

適
摩
郡
仁
摩
町
仁
万

益
国
市
木
部

同
　
　
安
富

周
吉
郡
西
郷
町
湊

中
期
前
半
に
も
な
る
と
仁
多
郡
横
田
町
亀
嵩
な
ど
の
よ
う
な
山
間
地
帯
に
も
遺
跡
が
認
め
ら

れ
る
。

弥
生
式
文
化
は
外
来
文
化
の
強
い
影
響
の
下
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
か
ら
農
耕

を
生
活
の
基
調
と
し
た
と
こ
ろ
に
重
要
な
特
徴
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
分
布
は



県
下
に
お
け
る
農
業
集
落
発
展
の
状
態
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
美
保
関
町
小
浜

洞
窟
や
平
田
市
猪
目
洞
窟
な
ど
の
例
は
弥
生
式
時
代
、
こ
と
に
そ
の
初
期
に
は
、
ま
だ
自
然

物
採
取
が
生
活
上
大
き
な
比
重
を
占
め
た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

弥
生
式
時
代
の
遺
物
の
う
ち
、
や
や
注
意
す
べ
き
も
の
を
挙
げ
る
と
、

邑
智
郡
石
見
町
中
野
出
土
銅
鐸
　
二

那
賀
郡
国
府
町
上
府
出
土
銅
鐸
　
二

簸
川
郡
大
社
町
命
主
神
社
出
土
釦
戎

一
及
び
硬
玉
製
勾
玉
　
一

同
　
　
同
　
　
原
山
出
土
磨
製
石
剣
　
一

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
仁
多
郡
横
田
町
八
幡
宮
境
内
出
土
と
伝
え
る
同
社
蔵
の
長
大
な
細
形
釦

剣
、
松
江
市
竹
矢
町
国
分
寺
附
近
出
土
と
伝
え
る
同
地
平
浜
八
幡
宮
蔵
の
典
型
的
細
形
銅
剣

な
ど
も
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
一

さ
て
以
上
の
よ
う
な
県
下
弥
生
式
遺
跡
の
中
で
、
指
定
史
跡
と
し
て
は
平
田
市
猪
目
の
洞

窟
遺
跡

一
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
弥
生
式
前
期
以
降
古
墳
時
代
後
期
に
わ
た
る
生
活
と

埋
葬
と
両
者
に
関
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
式
後
期
の
上
恭
と
と
も
に
埋
葬
さ
れ
て

い
た
人
骨
の
腕
に
着
装
さ
れ
た
貝
輪
は
、
典
型
的
な
弥
生
式
の
立
派
な
品
で
あ
る
。
各
種
の

植
物
質
の
遺
物
が
良
好
な
保
存
状
態
で
遺
存
し
た
こ
と
は
稀
な
例
で
あ
り
、
古
墳
時
代
後
期

の
祝
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
保
た
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
と
く
に
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

県
下
の
弥
生
時
代
の
埋
葬
遺
跡
と
し
て
注
意
さ
れ
る
も
の
に
八
束
郡
鹿
島
町
古
浦
の
砂
丘

遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
上
層
は
古
墳
時
代
か
ら
お
よ
そ
奈
良
時
代
ご
ろ
に
わ
た
る
住

居
関
係
の
遺
跡
と
思
わ
れ
る
が
、
下
層
に
は
弥
生
式
前
期
乃
至
中
期
の
埋
葬
が
あ
り
、
腕
に

貝
輪
を
つ
け
た
も
の
な
ど
多
数
の
屈
葬
並
び
に
伸
展
葬
人
骨
が
遺
存
し
、
全
国
的
に
も
当
代

埋
葬
遺
跡
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

古

　

　

　

　

墳

古
墳
は
県
下
に
あ
ま
ね
く
分
布
し
、
そ
の
密
度
は
調
査
の
精
粗
と
も
関
連
し
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
主
要
な
古
墳
は
農
業
生
産
力
の
高
い
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
。

昭
和
二
五
年
日
本
考
古
学
協
会
の
た
め
に
作
製
さ
れ
た
古
墳
基
本
カ
ー
ド
で
は
、
確
認
さ
れ

た
古
墳
所
在
箇
所
、
現
存
四
八
六
、
消
滅
し
た
も
の
九
六
で
、
そ
の
中
に
合
ま
れ
る
古
墳
概

数

一
三
六
五
で
あ
つ
た
が
、
島
根
県
で
は
後
期
古
墳
は
横
束
の
形
式
を
と
つ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
首
墳
の
実
数
は
右
と
は
比
較
に
な
ら
ｎ
程
多
数
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
十
余

年
の
間
に
さ
ら
に
多
く
の
古
墳
が
検
出
さ
れ
、
分
布
の
大
勢
か
ら
推
す
と
旧
町
村
程
度
の
広

さ
の
地
域
内
に
古
墳
の
な
い
所
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
古
墳
の
大
多
数
は
後
期
様
相
の
も
の
で
あ
り
、
中
期
様
相
の
も
の
こ
れ
に
つ
ぎ
、
前

期
様
相
の
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
古
い
古
墳
、
大
規
模
の
古
墳
乃
至
優
秀
な
遺
物
を
出

し
た
古
墳
と
い
つ
た
顕
著
な
古
墳
の
分
布
す
る
の
は
、
大
体
に
お
い
て
ま
と
ま
つ
た
広
い
水

田
を
も
つ
地
帯
に
限
ら
れ
て
い
る
。
出
雲
で
い
え
ば
安
来
市

。
松
江
市

・
出
雲
市
乃
至
そ
の

近
傍
が
こ
の
よ
う
な
主
要
古
墳
地
帯
で
あ
る
。
石
見
で
は
顕
著
な
古
墳
は
出
雲
に
比
し
段
違

い
に
僅
少
で
あ
る
の
は
、
地
形
に
基
づ
く
生
産
力
の
相
違
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
る
が

や
は
り
浜
田
市
周
布
川
下
流
域
と
益
田
市
が
石
見
と
し
て
の
主
要
古
墳
地
帯
を
な
し
て
い
る
。

そ
し
て
浜
田
市
周
布
古
墳
、
益
田
市
ス
ク
モ
塚
の
二
つ
の
指
定
史
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
中
期
様

相
の
前
方
後
円
墳
で
、
石
見
の
代
表
的
大
形
古
墳
で
あ
る
。
隠
岐
に
は
大
き
な
古
墳
は
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、
そ
れ
で
も
長
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳

（西
郷
町
平
神
社
古
墳
）
が

あ
り
、
や
は
り
隠
岐
と
し
て
は
水
田
の
多
い
西
郷
町

・
五
箇
村

・
海
士
村
な
ど
に
比
較
的
古

い
様
相
の
古
墳
や
、
や
や
大
き
い
古
墳
が
見
ら
れ
る
。

県
下
に
お
け
る
古
墳
文
化
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
ど
う
展
開
し
た
か
。
日
本
の
古
墳
は
、

ま
ず
畿
内
地
方
に
お
い
て
、
は
じ
め
か
ら
相
当
大
き
な
前
方
後
円
墳
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も



の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
県
下
に
お
け
る
も
つ
と
も
古
い
様
相
の
古
墳
は
、

安
来
市
荒
島
町
造
山
古
墳
―
―
方
墳
、
指
定
史
跡

同
　
　
同
　
　
大
成
古
墳
―
―
方
墳

飯
石
郡
三
刀
屋
町
松
本

一
号
墳
―
―
前
方
後
方
墳

な
ど
が
あ
り
、
前
期
様
相
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
文
字
通
り
県
下
最
初
の
古
墳
と
は
い

た
な
い
が
、
こ
れ
ら
か
ら
推
し
て
云
え
る
こ
と
は
、
こ
の
地
方
も
畿
内
よ
り
は
著
し
く
後
れ

る
こ
と
な
く
古
墳
が
あ
ら
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
実
年
代
を
、
通
念

化
し
て
い
る
年
代
観
に
し
た
が
つ
て
仮
り
に
云
う
な
ら
ば
、
四
世
紀
中
葉
乃
至
四
世
紀
後
半

に
は
県
下
に
も
古
墳
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
し
て
大
差
は
な
か
ろ
う
。
古
墳
の
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
は
、
そ
れ
に
葬
ら
れ
た
よ
う
な
有
力
豪
族
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
副
葬

品
な
ど
か
ら
推
し
て
、
そ
の
豪
族
の
中
央
権
力
に
対
す
る
従
属
関
係
を
も
示
唆
す
る
よ
う
で

あ
り
、
こ
の
地
方
の
歴
史
を
考
え
る
上
に
重
要
な
問
題
を
合
ん
で
い
る
。
な
お
古
い
様
相
の

古
墳
と
し
て
、
出
雲
市
東
林
木
町
の
大
寺
古
墳
も
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

中
期
様
相
の
古
墳
は
数
も
相
当
増
し
、
分
布
区
域
が
広
く
な
り
、
先
に
あ
げ
た
諸
方
面
の

主
要
古
墳
地
帯
に
は
大
抵
相
当
規
模
の
古
墳
が
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
少
く
と
も
中
期

後
半
に
至
る
と
そ
れ
以
外
の
各
地
に
も
小
規
模
の
古
墳
が
数
多
く
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

中
期
様
相
の
お
も
な
例
を
あ
げ
る
と
、

安
来
市
西
赤
江
宮
山
古
墳

（安
来
三
中
敷
地
、
消
滅
）
前
方
後
方
墳

松
江
市
山
代
町
二
子
塚
―
―
前
方
後
方
墳
、
指
定
史
跡

同
　
　
大
庭
町
鶏
塚
―
―
方
墳
、
同

同
　
　
古
曾
志
町
丹
花
庵
古
墳
―
―
同
、
同

同
　
　
竹
矢
町
岩
船
古
墳
―
―
市
方
後
方
墳

同
西
川
津
町
金
崎
第

一
号
墳
―
―
同
、
指
定
史
跡

八
束
郡
玉
湯
町
徳
連
場
古
墳
―
―
円
墳
、
指
定
史
跡

八
束
郡
玉
湯
町
玉
造
築
山
古
墳
―
―
円
墳
、
県
指
定

浜
田
市
周
布
古
墳
―
―
前
方
後
円
墳
、
指
定
史
跡

益
田
市
ス
ク
モ
塚
―
―
　
同
　
　
、
　

同

な
ど
が
あ
り
、
隠
岐
で
は
海
士
村
の
郡
山
西
古
墳
、
西
郷
町
斉
京
谷
古
墳
な
ど
あ
り
、
ま
た

簸
川
郡
斐
川
村
岩
船
山
古
墳
な
ど
も
こ
の
部
類
で
あ
る
。

後
期
様
相
の
古
墳
は
も
つ
と
も
数
多
く
、
各
地
に
あ
る
も
の
の
大
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
が

指
定
史
跡
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

安
来
市
飯
梨
町
岩
舟
古
墳

松
江
市
山
代
町
山
代
方
墳

同
　
　
大
革
町
古
天
神
吉
墳

（県
指
定
）

出
雲
市
今
市
町
大
念
寺
古
墳

同
　
　
上
塩
冶
町
築
山
古
墳

同
　
　
同
　
　
　
地
蔵
山
古
墳

同
　
　
下
古
志
町
宝
塚
古
墳

同
　
　
古
志
町
放
れ
山
古
墳

（県
指
定
）

平
田
市
国
富
町
上
島
古
墳

指
定
さ
れ
た
古
墳
に
は
形
式
上
の
特
徴
に
重
要
性
の
認
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
の

点
県
下
、
と
く
に
出
雲
部
の
古
墳
に
は
か
な
り
著
し
い
地
方
色
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
①

方
墳
と
前
方
後
方
墳
の
多
い
こ
と
　
Ｏ
石
棺
式
石
室
の
多
い
こ
と
　
０
横
口
式
石
棺
の
多
い

こ
と
　
ω
横
穴
の
多
い
こ
と
な
ど
は
著
し
い
特
色
で
あ
る
。

方
墳
は
稀
な
も
の
と
さ
れ
戦
前
に

一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
の
は
全
国
で
三
〇
余
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
そ
う
し
た
中
で
松
江
市
鶏
塚
な
ど
は
方
墳
で
あ
る
が
故
に
注
意
さ
れ
早
く
か
ら
学
界

に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
後
県
下
の
調
査
の
進
む
に
つ
れ
て
多
数
判
明
し
、
小
形
の
も
の
も

数
え
れ
ば
今
で
は
四
ど
五
〇
基
は
検
出
さ
れ
て
い
る
。
方
墳
に
は
前
記
荒
島
造
山
古
墳
な
ど



の
よ
う
に
県
下
で
は
も
つ
と
も
古
い
様
相
の
も
の
、
丹
花
庵
古
墳
の
よ
う
な
中
期
様
相
の
も

の
、山
代
方
墳
の
よ
う
な
後
期
の
も
の
と
長
い
期
間
に
わ
た
つ
て
見
ら
れ
る
が
、確
実
な
後
期

の
も
の
は
余
り
な
く
、中
期
ご
ろ
に
も
つ
と
も
盛
行
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
つ
て
、小
規
模
な

中
期
後
半
乃
至
後
期
初
頭
の
様
相
の
吉
墳
も
多
く
、
当
時
大
小
を
通
し
て
こ
の
風
を
な
し
た

よ
う
で
あ
る
。
方
墳
と
と
も
に
前
方
後
方
墳
は
、
松
本

一
号
墳
の
よ
う
に
前
期
様
相
の
も
の

か
ら
あ
る
が
、
松
江
市
山
代
の
二
子
塚
、
同
竹
矢
岩
船
、
安
来
市
西
赤
江
宮
山
、
松
江
市
西

川
津
金
崎
第

一
号
な
ど
は
概
ね
中
期
様
相
で
あ
り
、
松
江
市
坂
木
薄
井
原

（県
指
定
）
、同
大

草
古
入
神

（県
指
定
）
な
ど
は
後
期
古
墳
で
あ
つ
て
、
ほ
と
ん
ど
古
墳
時
代
全
期
間
を
通
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

「
前
方
後
方
墳
」
と
い
う
墳
丘
形
式
が
あ
る
こ
と
を
最
初
に
提
起
し
た

の
は
、
松
江
市
山
代
の
二
子
塚
に
関
す
る
島
根
県
史
の
記
述
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
関
東
で
数

基
判
明
し
た
が
、
甚
だ
稀
な
墳
形
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
四
十
五
年
の
間
に
出
雲

で
こ
の
種
の
も
の
が
前
方
後
円
墳
と
同
じ
位
に
多
い
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
そ
の
後
全
国
の
各

地
で
も
前
方
後
方
墳
が
検
出
さ
れ
、
現
今
で
は
六
〇
数
基
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
が
、
出
雲
で

は

一
七
基
も
判
明
し
て
い
る
の
は
他
に
例
が
な
い
。
方
墳
と
と
も
に
前
方
後
方
墳
が
出
雲
に

多
い
こ
と
は
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
こ
の
地
方
の
文
化
の
特
徴
的
な
姿
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

石
棺
式
石
室
は
、
横
口
式
家
形
石
棺
を
拡
大
し
、
そ
れ
に
羨
道
を
附
加
し
て
横
床
式
石
室

を
成
す
も
の
で
、
九
州
に
早
い
著
例
の
あ
る
横
口
式
石
棺
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
と
に
入
口
の
開
塞
用
石
材
の
構
造
に
福
岡
県
浦
山
古
墳
と
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
が
八

束
郡
と
簸
川
郡
に
三
例
も
あ
り
、
そ
う
し
た
系
譜
が
認
め
ら
れ
る
。
石
棺
式
石
室
は
他
地
方

に
余
り
な
い
も
の
で
出
雲
地
方
の
特
色
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
三
〇
基
ば
か
り
も
多
数

あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
亜
流
を
も
合
め
る
と
出
雲
の
横
穴
式
石
室
の
大
多
数
を
占

め
、
そ
れ
が
風
靡
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
地
方
の
特
徴
あ
る
文
化
相
を
示
し
て
い
る
。
指

定
史
跡
で
あ
る
安
来
市
岩
舟
古
墳
、
県
指
定
の
古
天
神
古
墳
は
こ
の
種
石
室
の
好
例
で
あ
る
。

山
代
方
墳
や
地
蔵
山
古
墳
な
ど
も
同
種
の
も
の
と
見
て
も
よ
い
。

次
に
横
口
式
石
棺
は
、
九
州
に
早
く
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
出

雲
で
判
明
し
て
い
る
家
形
棺
は
三
〇
基
ば
か
り
あ
り
、
そ
の
う
ち
横
日
の
な
い
も
の
は
僅
か

数
基
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ま
た
風
靡
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
意
さ
れ
る
。
出
雲
市
の
大
念
寺
、

築
山
、
宝
塚
、
地
蔵
山
等
の
石
棺
は
す
べ
て
横
口
式
で
あ
る
。
平
田
市
上
島
古
墳
は
横
口
の

な
い
家
形
棺
の
稀
な
例
で
あ
る
。

次
に
横
穴
は
九
州
、
山
陰
、
北
陸
、
東
海
、
関
東
、
東
北
等
に
多
く
分
布
し
、
畿
内
に
も

若
千
あ
る
が
、
山
陰
で
は
島
根
県
下
と
く
に
出
雲
と
隠
岐
に
多
く
、
こ
と
に
出
雲
で
は
小
規

模
古
墳
の
大
多
数
を
占
め
、
古
墳
時
代
後
期
に
風
座
し
て
い
る
。
横
文
も
ま
た
種
た
の
点
か

ら
九
州
地
方
で
起
つ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
整
美
入
念
な
も
の
が
九
州
に
多
い
。
出
雲
方
面

の
も
の
は
、
全
国
的
に
見
て
、
九
州
の
も
の
に
酷
似
し
た
入
念
整
美
な
も
の
が
多
く
、
こ
の

点
で
も
古
墳
時
代
後
期
ご
ろ
両
者
の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
指
定
史
跡
で
あ
る
松
江

市
大
車
町
の
安
部
谷
の
横
京
群
、
八
束
郡
玉
湯
町
の
岩
屋
寺
跡
の
横
穴
群
等
は
整
美
な
横
穴

の
好
例
で
あ
る
。



佐
太
謡
武パ
一貝
塚

／
束
郡
　
鹿
島
町

昭
和
八

・
四

・
一
三

縄
文
式
時
代
の
貝
塚
で
あ
る
。
宍
道
湖
と
日
本
海
を
結
ぶ
佐
太

川
の
両
岸
に
ま
た
が
る
沖
積
地
を
主
と
す
る
遺
跡
で
、
は
じ
め
鵜

灘
貝
塚
の
名
で
知
ら
れ
た
。
佐
太
川
の
両
岸

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位

の
範
囲
の
地
下
に
貝
層
が
遺
存
し
、
石
器
類
は
更
に
広
い
範
囲
に

散
布
し
て
い
る
。

遺
物
に
は
、
石
器
、
土
器
、
骨
角
器
の
人
工
遺
物
と
貝
類
、
獣

骨
、
し
い
の
実
等
の
自
然
遺
物
と
が
あ
る
。
石
器
は
、
石
斧

・
石

七

・
石
鏃

・
石
皿

。
磨
石
等
が
あ
る
。
石
斧
は

一
部
磨
製
品
が
多

く
、
打
製
石
斧
も
あ
る
。
石
七
は
横
形
の
ほ
か
扁
桃
形
無
柄
の
も

の
も
あ
る
。
石
鏃
は
全
て
無
茎
で
、
三
角
形
と
逆
刺
式
と
あ
り
、

黒
耀
石
製
品
が
最
も
多
い
。
石
錘
は
痛
平
礫
の
両
端
を
打
欠
い
だ

も
の
が
多
数
あ
り
、
石
皿
は
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
多

孔
質
玄
武
岩
や
砂
岩
の
自
然
石
を
凹
め
た
も
の
で
、
底
を
平
に
加

工
し
た
も
の
は
な
い
。

遺跡全 景



上
器
は
出
上
の
層
位
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
別
し
て
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ω
条
痕
文
及
び
無
文
土
器
、
②
爪
形
文
土

器
、
０
縄
文
地
上
器
、
い
無
節
縄
文
土
器
、
①
撚
糸
斜
格
子
文
土

器
。
い
の
上
器
は
こ
の
貝
塚
の
上
器
の
主
体
を
な
し
、
軽
い
波
状

口
縁
も
あ
る
が
多
く
は
平
縁
で
、
簡
単
な
刻
み
目
を
つ
け
た
も
の

も
多
い
。
口
縁
は
外
反
気
味

・
直
立

・
内
傾
気
味
な
ど
多
少
の
違

い
は
あ
る
が
、
器
壁
の
極
端
に
屈
曲
す
る
も
の
は
な
い
。
大
体
単

純
な
形
の
口
径
三
〇
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
深
鉢
が
多
く
、
底

は
全
て
丸
底
で
あ
る
。
黒
味
が
か
つ
た
色
で
胎
土
に
繊
維
を
含
む

も
の
も
あ
る
。
こ
の
上
器
は
早
期
末
乃
至
前
期
初
頭
に
位
置
ず
け

ら
れ
る
。
②
の
上
器
は
わ
ず
か
十
数
片
に
す
ぎ
な
い
。
土
器
面
の

状
態

・
厚
さ

・
焼
成

・
色
な
ど
ω
に
似
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
時

期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
の
上
器
は
時
期
的
に
は
い
ろ
い
ろ
の
も

の
が
含
ま
れ
、
大
歳
山
式
の
特
徴
を
持
つ
も
の
、
口
縁
を
折
り
曲

げ
て
密
着
さ
せ
そ
こ
に
縄
文
を
施
す
江
津
市
波
子
遺
跡
の
上
器
に

類
す
る
も
の
等
が
あ
る
。
ω
⑪
は
い
ず
れ
も
小
片
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
以
上
の
土
器
か
ら
す
る
と
こ
の
貝
塚
は
、
縄
文
式
早
期
末

に
始
ま
り
前
期
を
経
て
中
期
に
至
る
幅
を
も
つ
て
い
る
も
の
と
い

え
る
。
骨
角
器
に
は
、
単
純
な
尖
頭
器
、
牙
を
加
工
し
た
箆
状
品
が
あ

り
、
重
飾
に
は
牙
玉
の
ほ
か
人
間
の
前
頭
部
の
骨
に
双
孔
を
穿
つ

た
も
の
も
あ
る
。

自
然
遺
物
の
う
ち
、
貝
類
の
大
部
分
は
ヤ
マ
ト
ン
ジ
ミ
で
、
少

量
の
海
産
巻
貝
類
を
含
み
、
獣
骨
は
猪
と
鹿
が
最
も
多
く
猿
な
ど

も
あ
る
。

山
陰
に
は
貝
塚
が
甚
だ
少
な
い
が
、
こ
の
遺
跡
は
相
当
規
模
の

貝
塚
で
あ
る
た
め
早
く
か
ら
広
く
知
ら
れ
、
ま
た
山
陰
で
の
早
い

時
期
の
遺
跡
で
遺
物
も
多
く
検
出
さ
れ
て
お
り
、
県
下
の
代
表
的

な
縄
文
式
遺
跡
で
あ
る
。





坤
滲

砲

彦

霧
　

麹

ェ
凰
』
熙
暉

鰺



サ
ル
ガ
鼻
洞
窟
住
居
跡

八
束
郡
　
美
保
関
町

昭
和

一
八

・
九

・
八
　
史
指
定

島
根
半
島
の
南
側
、
中
江
の
瀬
戸
の
西
方
中
海
に
面
し
た
小
岬
に
あ
る
海
触

洞
窟
に
営
ま
れ
た
縄
文
式
遺
跡
で
あ
る
。　
一
番
北
の
最
大
の
も
の
は
、
奥
行
六

〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
―
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
こ
れ
と
並
ん

で
南
に
四
つ
の
小
洞
窟
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
海
水
の
入
る
最
南
の
も
の
を
除
い

て
す
べ
て
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
代
人
の
生
活
し
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
主
な
遺
跡
は
、
最
も
大
き
い
洞
窟
の
前
面
と
入
口
に
あ
り
、

五
つ
以
上
の
層
を
な
し
そ
の
上
に
落
盤
の
堆
積
し
た
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
包
含
層

が
あ
つ
た
が
、
戦
時
中
軍
の
為
に
著
し
く
削
り
と
ら
れ
た
。

出
上
し
た
土
怒
は
、
早
く
知
ら
れ
た
も
の
は
後
期
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
つ

た
が
中
期
、
前
期
等
時
期
的
に
よ
り
広
い
巾
を
持
つ
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
後
期
の
上
器
は
、
縄
文
・磨
消
縄
文

・
無
文
で
、器
形

に
は
深
鉢

・
浅
鉢
　
発

注
口
上
器
が
あ
り
、中
に
は
朱
を
塗
つ
た
も
の
も
あ
る
。

石
器
に
は
、
黒
耀
石

。
安
山
岩
製
の
石
鏃
、
異
形
石
鏃
、
磨
製
石
斧
、
石
七
、

刃
恭
片
、
扁
平
な
河
原
石
の
両
端
を
打
ち
欠
い
だ
石
錘
、
凹
石
、
打
痕
の
あ
る

基
岩
塊
、
磨
研
し
た
多
孔
質
玄
武
岩
が
あ
り
、
黒
耀
石
の
石
届
は
彩
し
い
。
珍

ら
し
い
も
の
と
し
て
軟
玉
製
の
耳
飾
が
あ
る
。

骨
牙
器
に
は
、
長
さ

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
近
い
両
端
を
鋭
く
尖
ら
せ
た

尖
頭
器

（骨
鏃
、
骨
鑑
等
）
や
、
猪
の
牙
を
加
工
し
た
利
器
、
狼
の
牙
に
穿
孔

し
た
も
の
等
が
あ
る
。
そ
の
他
テ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
を
加
工
し
た
貝
輪
片
、

匙
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
磨
い
た
イ
タ
ャ
ガ
イ
が

一
個
出
土
し
て
い
る
。

尚
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
第
二
洞
窟
附
近
に
折
り
重
つ
て
発
見
さ
れ
た

人
骨
で
あ
る
が
、
出
土
状
態
か
ら
縄
文
式
時
代
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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自
然
遺
物
に
は
鳥
獣
魚
骨
貝
類
が
あ
る
。
鳥
は
な
べ
づ
る

。
の
す
り

。
か
も

め
、
獣
骨
は
日
本
鹿

・
猪

・
猫
、
魚
は
ま
ぐ
ろ

。
ま
ふ
ぐ

。
す
ず
き

。
ま
だ
い
。

ば
ら

す
が
ざ
み
等
。
貝
で
は
、
バ
カ
ガ
イ

・
オ
オ
ノ
ガ
イ

・
ム
ラ
サ
キ
イ
ン
コ
・

オ
キ
シ
ジ
ミ

・
カ
リ
ガ
ネ
ガ
イ

・
サ
ル
ボ
ウ

・
イ
タ
ヤ
ガ
イ

・
ハ
マ
グ
リ

・
シ

オ
フ
キ

・
ア
サ
リ

・
ア
ワ
ご

・
サ
ザ
エ
・
ス
ガ
イ

・
カ
ワ
ニ
ナ

・
ツ
メ
タ
ガ
イ
・

シ
ジ
ミ

・
マ
ツ
バ
ガ
イ

。
フ
ジ
ツ
ボ

。
バ
イ

・
ム
シ
ロ
ガ
イ

・
イ
ボ
ウ
ミ
ニ
ナ
・

ウ
ミ
ニ
ナ

・
テ
ン
グ

ニ
シ

・
ア
カ
ニ
シ

・
レ
イ
シ
が
あ
る
。

佐
太
講
武
貝
塚
と
と
も
に
遺
物
が
豊
富
で
、
日
本
海
岸
の
洞
窟
遺
跡
と
し
て

代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

立士い

縄 文 式 土 器

皇
界近



権
現
山
洞
窟
住
居
跡

八
束
郡
　
美
保
関
町

昭
和

一
七

。
一
〇

・
一
四
　
史
指
定

サ
ル
ガ
昇
洞
窟
の
北
束
、
同
じ
く
島
根
半
島
の
南

側
中
江
の
瀬
戸
に
面
し
た
縄
文
式
遺
跡
で
あ
る
。
森

山
部
落
の
束
は
ず
れ
の
小
丘
状
を
な
す
岩
壁
の
南
麓

に
あ
り
、
奥
行
約
八
メ
ー
ト
ル
、
巾
約
九
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
小
洞
窟
か
ら
成
る
。

洞
窟
は
奥
部
で
結
合
し
て
お
り
、
も
と
も
と
海
触
に

よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
宅
地

の
裏
に
な
つ
て
い
る
。
洞
窟
内
か
ら
、
縄
文
式
後
期

後
半
の
上
器
片
、
石
器
な
ど
若
千
の
遺
物
が
出
土
し

た
。サ
ル
ガ
鼻
洞
窟
と
並
ん
で
、
県
下
の
縄
文
式
時
代

の
洞
窟
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

―
了 ヽ ■透

ケ
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′

９
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全  景  (昭 和23年 10月撮影)

ど

ヽ

く

‐

猪
目
洞
窟
遺
物
包
含
層

平
田
市
　
猪
目
町

昭
和
三
二

・
七

。
二
七
　
史
指
定

島
根
半
島
の
北
側
、
猪
目
湾
の
西
端
に
海
蝕
大
洞
窟
が
あ
つ
て
、
東
に
向
か

つ
て
開
口
し
て
い
る
。
昭
和
三
二
年
秋
、
同
地
の
漁
港
修
築
工
事
に
際
し
て
、

こ
の
洞
窟
内
か
ら
多
数
の
人
骨

・
遺
物
が
出
土
し
た
。
現
在
で
は
遺
跡
の
形
状

は
相
当
変
わ
つ
て
い
る
が
、
遺
物
出
土
当
時
の
状
況
を
み
る
と
、
洞
窟
の
入
口

は
波
打
際
よ
り
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
入
口
の
幅
は
約
二
六
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
は
中
央
部
約

一
二
メ
ー
ト
ル
、
奥
に
入
る
に
し
た
が
つ
て
幅
と
高
さ
と
を

減
じ
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
で
低
湿
な
せ
ま
い
ト
ン
ネ
ル
状
と
な
つ
て
い
る
。

洞
底
の
岩
盤
は
海
面
よ
り
あ
ま
り
高
く
は
な
い
。
洞
口
付
近
を
稜
線
と
し
て
海

抜
八
―
九
メ
ー
ト
ル
の
推
積
層
が
あ
り
、
遺
物
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

堆
積
層
の
構
成
物
質
は
凝
灰
岩
微
砂

・
同
岩
の
石
片

・
石
塊
等
が
主
で
、
洞
窟

の
落
盤
お
よ
び
周
囲
か
ら
転
入
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
多
く
の
層
の
中

に
多
量
の
有
機
質
そ
の
他
各
種
遺
物
を
含
ん
で
い
た
。

弥
生
式
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
出
土
遺
物
は
、
そ
の
時
代
に
お
け

る
生
活
お
よ
び
埋
葬
を
物
語
つ
て
い
る
。
人
骨
は
成
人

一
二
体
以
上

・
小
児

一

体
以
上
が
認
め
ら
れ
、
屈
葬
と
伸
展
葬
と
あ
る
。
後
期
弥
生
式
土
器
を
伴
つ
た

一
体
は
仰
臥
屈
葬
で
、
そ
の
右
腕
に
ニ
シ
製
貝
輪
六
個
を
は
め
て
い
た
。
ま
た
、

坤
卿
袢
剛
疑
蝉
砂
時
卿
朧
村
劫
勝
的
］
醐
彰
蜘
蜘
臓
鰊
唯
帥
向
珈
わ
い
い
知
【

る
位
置
に
、
た
が
い
に
足
を
す
れ
ち
が
わ
せ
て
正
反
対
の
方
向
に
伸
収
誓
攀
れ

た
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
の
お
の
お
の
の
頭
頂
に
接
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
須
恵
器
の

小
館
が
置
か
れ
、　
一
方
に
は
襖
が
入
れ
て
あ
つ
た
。

13
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自
然
遺
物
と
し
て
は
、
貝
類

・
獣
骨

・
魚
骨

・
虫
類

・
海
藻

・
木
実

・
稲

・

木
片
等
が
認
め
ら
れ
、
人
工
遺
物
と
し
て
は
、
土
器

（弥
生
式
上
器

・
上
師
器

・
須
恵
器
の
ほ
か
、
数
個
の
縄
文
式
上
器
小
片
も
含
む
）

・
石
器

・
貝
輪

・
木

器

（短
弓

・
盾

・
下
駄

・
木
太
刀
様
品

・
木
勘

・
桶

。
椀

・
箸
等
）

・
鉄
器

（

釘

・
釣
針
等
）

・
骨
角
器

・
朱
塊
等
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
品
は
大
社
公
民

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
洞
窟
は
出
雲
国
風
上
記
に
見
え
る
出
雲
郡
宇
賀
郷
の
北
の
海
浜

の

「黄
泉
の
穴
」
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。

土 師 器
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義翻舞を と

造

山

古

墳

安
来
市
　
荒
島
町
字
造
山

昭
和

一
一
。
一
二
・
一
六
　
史
指
定

山
陰
本
線
荒
島
駅
の
西
南
方
約

一
キ
ロ
の
丘
陵
上

に
営
ま
れ
た
方
墳
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
海
に
向

っ
て
南
々
西
か
ら
北
々
束
に
延
び
る
丘
陵
が
先
端
近

く
で
さ
ら
に
束
側
に
屈
曲
す
る
部
分
の
頂
上
に
位
置

し
て
い
る
。

墳
丘
は
、
丘
陵
の

一
部
を
切
断
し
多
少
の
盛
り
土

を
施
し
た
も
の
で
、
そ
の
平
面
形
は
ほ
ぼ
正
方
形
を

示
し
、
北
西
側
と
東
南
側
の
対
角
線
が
南
北
線
と

一

致
す
る
。
規
模
は
、
墳
丘
上
面
の
辺
長
約
二
〇
メ
ー

ト
ル
、
基
底
の

一
辺
は
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

16



墳丘実測 図

高
さ
は

一
〇
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
墳
丘
の
斜
面
に

は
、
東
南
側
を
除
く
三
辺
の
中
程
に
二
段
を
つ
く
り
、

人
頭
大
の
葺
石
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
東
南

側
の
葺
石
の
間
か
ら
土
師
器
の
重
が
発
見
さ
れ
た
。

内
部
構
造
は
、
墳
丘
の
中
央
部
に
主
軸
を
西
北
か

ら
東
南
に
お
い
た
二
つ
の
細
長
い
竪
穴
式
石
室
で
あ

る
。
墳
頂
中
央
に
あ
る
第

一
石
室
は
長
さ
七
メ
ー
ト

ル
、
幅
と
高
さ
は
そ
れ
ぞ
れ

一
メ
ー
針
抄
鷲
ど
で
ぁ

る
。
石
室
の
四
壁
は
馬
平
な
割
石
を
小
口
積
み
に
し
、

床
面
は
粘
土
上
に
砂
を
敦
き
、
周
囲
に
小
さ
な
礫
を

置
い
て
い
る
。
床
面
の
横
断
面
は
Ｕ
字
形
を
示
す
。

ま
た
、
石
室
の
下
方
か
ら
東
南
側
の
墳
丘
斜
面
に
向

つ
て
排
水
用
の
暗
渠
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
第

一
石
室
の
南
側
怪
半
行
し
て
や
や
小
形
の
竪

穴
式
石
室

（第
二
石
室
）
が
あ
る
。　
　
　
　
ほ
・つ
か
く

第

一
石
室
か
ら
は
三
神
三
獣
獣
帯
鏡

一
面
、
方
格

き
く
き
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
た
ま

規
矩
鏡

一
面
、
ガ
ラ
ス
製
管
玉
二
個
、
刀
身
残
欠
な

ど
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
二
石
室
か
ら
は
方
格

規
矩
四
神
鏡

一
面
、
碧
玉
製
紡
錘
車

一
個
、
剣
身

一

口
分
、
刀
身
残
欠
、
刀
子

一
口
分
な
ど
が
発
見
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

な
お
墳
丘
か
ら
壺
そ
の
他
土
師
器
が
出
上
し
た
。

こ
の
古
墳
は
石
室
の
形
態
が
畿
内
の
前
期
古
墳
と

同
様
な
古
い
特
色
を
そ
な
た
、
山
陰
で
は
鳥
取
県
の

橋
津
古
墳
な
ど
と
と
も
に
数
少
な
い
注
意
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
そ
の
副
葬
品
も
古
式
の
様
相
を
示
す
も

の
で
、
県
下
の
最
も
古
い
古
墳
の

一
つ
で
あ
る
。
ま

た
全
国
の
方
墳
の
中
で
も
古
い
も
の
と
し
て
注
意
さ

れ
る
。

17
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第一石室内部

第一石室出上 方格規矩鏡 (直径 17.4伽 )



第一石室出土  三神三獣獣帯鏡 に径24働 )

第二石室出上 方格規矩四神鏡 (直径 19働 )



岩

舟

古

墳

安
来
市
　
飯
梨
町
大
字
岩
舟
字
岩
屋

昭
和
二
三

。
一
二
。
一
八
　
史
指
定

岩
舟
部
落
背
後
の
山
丘
中
腹
に
営
ん
だ
古
墳
で
、

封
土
は
失
わ
れ
て
石
室
が
露
出
し
て
い
る
。
も
と
径

十
余
メ
ー
ト
ル
の
小
墳
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

石
室
は
前
後
二
室
か
ら
な
る
南
向
き
の
石
棺
式
石

室
で
、
奥
室
に
石
棺
二
基
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
今

前
室
は
床
の
敷
石
し
か
遺
存
し
な
い
。
奥
室
は
、
奥

壁
を
二
枚
、
他
の
三
壁
を

一
枚
ず
つ
の
切
石
で
構
成

し
、
蓋
石
は
内
外
と
も
四
注
式
平
入
り
の
屋
根
形
に

加
工
し
、
前
壁
を
く
り
ぬ
い
て
方
形
の
戸
口
を
作
り
、

そ
の
周
囲
に
切
り
こ
み
を
施
し
て
閉
塞
の
切
石
を
は

め
る
構
造
と
す
る
。
今
奥
室
に
割
抜
石
棺
の

一
つ
の

壁
を
除
い
た
よ
う
な
形
の
棺
身

一
つ
と
同
様
な
残
欠

一
つ
と
家
形
の
蓋
石
残
欠

一
つ
が
あ
る
が
、
元
は
側

壁
に
接
し
て
前
壁
の
な
い
家
形
石
棺
の
形
で
置
か
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
反
対
側
に
も
同
様
の
棺

か
ま
た
は
有
縁
石
床
の
形
で
置
か
れ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

奥
室
は
奥
行
き

一
・
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
二

・
一
三
メ

ー
ト
ル
、
壁
高

一
・
五
二
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
前
室
は

幅

一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
完
存
す
る
石
棺
の

身
は
内
法
で
長
さ
約

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
〇
セ

ン
テ
、
深
さ
約
二
七
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
る
。

出
土
品
に
つ
い
て
の
所
伝
は
な
い
。
横
穴
式
石
室

と
し
て
は
小
形
の
も
の
で
あ
る
が
、
軟
質
の
石
材
な

が
ら
整
然
と
入
念
に
加
工
構
成
さ
れ
て
お
り
、
出
雲

地
方
の
吉
墳
文
化
を
特
色
づ
け
て
い
る
石
棺
式
石
室

の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

石室実測 図
2Cl



石 室 前 面

石室内部現状



山

代

二
子

塚

松
江
市
　
山
代
町

大
正

一
三

・
一
二
・
九
　
史
指
定

茶
自
山
西
麓
の
低
い
台
地
上
に
築
か
れ
た
前
方
後

方
墳
で
、
西
南
方
の
鶏
塚
と
相
対
す
る
位
置
に
あ
る
。

こ
の
吉
墳
は
島
根
県
史
第
四
巻
に
前
方
後
方
墳
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
唯

一
の
も
の
で
あ
る
が
、
後
方
部
の

後
側
は
か
つ
て
射
撃
場
を
作
つ
た
際
に
半
分
近
く
も

削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
墳
丘
下
際
の

一
部

と
こ
れ
に
続
く
海
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
、

そ
の
原
形
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
後
方
部
の
側
方

に
も
涅
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
だ
こ
と
は
北
側
に
そ
の

形
跡
の
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
前
方
部

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
墳
丘
は
二
段
に
築
成
さ

れ
、
長
さ
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
六

・
五
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
幅
五
四

・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
埴
輪
の
位
置

は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
散
布
状
態
か
ら
す

る
と
、
後
方
部
上
面
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
主
体
構
造
及
び
遺
物
は
、
こ
れ
迄
に

発
見
さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
立
地
、
墳
形
か
ら
中

期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。

島
根
県
下
の
前
方
後
方
墳
の
う
ち
で
は
、
形
の
整

つ
た
代
表
的
な
も
の
で
、
大
き
さ
の
上
で
は
最
大
の

吉
墳
で
あ
る
。

墳丘実測 凶七市ャ_卜__当生__→___坐L_____ヨ On
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山

代

方

墳

松
江
市
　
山
代
町

昭
和

一
六

・
八

・
一　
史
指
定

山
代
二
子
塚
の
北
方
の
低
い
台
地
上
に
築
か
れ
ｋ
方
墳
で
、　
一

辺
四
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
二
段
に
築
成
さ
れ

て
い
る
。
周
囲
に
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
涅
の
跡
が
あ
り
、
涅
の
外
の

上
塁
を
加
え
る
と

一
辺
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
現
在
北
、
東
、

西
側
の
上
塁
は
現
存
し
て
い
る
が
、
南
側
は
宅
地
と
な
り
そ
の
痕

跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
埴
輪
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

墳
丘
中
央
部
に
南
に
開
口
す
る
横
穴
式
石
室
が
あ
る
。
石
室
は

前
奥
二
室
よ
り
な
り
、
前
室

・
奥
室
と
も
に
四
壁

。
天
丼
を
お
の

お
の

一
枚
の
切
石
で
構
成
し
た
整
つ
た
も
の
で
あ
る
。
前
室
の
奥

行

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

一
。
三
メ

ー
ト
ル
、
奥
室
の
奥
行

一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
。
一
五
メ
ー

ト
ル
、
高
さ

一
・
七
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
前
室

・
奥
室
そ
れ
ぞ
れ

一
枚
の
切
石
で
閉
塞
す
る
も
の
で
あ
る
。
奥
室
内
に
、
枕
形
を
刻

み
縁
を
高
く
し
低
い
三
脚
を
つ
け
た
、
長
さ

一
・
九
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
○

・
八
メ
ー
ト
ル
の
石
床
が
、
破
壊
戎
存
し
て
い
る
。

こ
の
石
室
の
様
式
は
、
こ
の
地
方
に
多
く
分
布
す
る
石
棺
式
石

室

（例
え
ば
古
天
神
古
墳
）
や
、
地
蔵
山
古
墳
な
ど
と
近
い
も
の

で
あ
つ
て
、
熊
本
県
菊
水
町
の
穴
観
音
吉
墳
な
ど
と
も
多
く
の
共

通
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

墳丘実測 区
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墳丘実測 図
0        10        20        30n

大

庭

鶏

琢

松
江
市
　
大
庭
町

大
正

一
三

・
一
二
。
九
　
史
指
定

茶
自
山
西
麓
の
平
地
に
築
か
れ
た
方
墳
で
あ
る
。

北
方
に
の
び
る
低
い
台
地
の
尖
端
部
を
切
断
し
て
基

盤
と
し
、
そ
の
上
に
方
形
二
段
の
墳
丘
を
造
っ
て
い

る
。
規
模
は

一
辺
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
八
メ
ー

ト
ル
で
、　
一
段
目
の
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
二
段
目
の

一
辺
三
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
西

と
南
に
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
八
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
六
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
八
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
二
メ
ー
ト
ル
の
突

出
部
が
あ
る
。
現
在
墳
丘
頂
上
東
北
隅
に
四
ｘ
五
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（最
高
所
七

〇
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
）
の
高
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ

は
開
墾
前
の
墳
丘
表
面
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
南
側
に
幅

一
二
メ
ー
ト
ル
の
涅
の
痕
跡

が
認
め
ら
れ
、
墳
丘
上
に
は
埴
輪
円
筒
片
が
散
在
し

て
い
る
。
立
地
及
び
そ
の
形
状
か
ら
中
期
の
古
墳
と

み
ら
れ
て
い
る
。

方
形
墳
と
し
て
早
く
か
ら
注
意
さ
れ
た
古
墳
で
あ

Ｚ
Ｏ

。

1 26



ワ
υ



谷

古

墳

（横
穴
）

松
江
市
　
大
草
町

昭
和
九

・
五

。
一　
史
指
定

意
宇
川
の
南
岸
の
な
だ
ら
か
な
丘
陵
上
に
は
、
彩
し
い
数
の
各

種
古
墳
が
群
在
し
て
い
る
。
安
部
谷
古
墳
は
そ
の
中
の

一
群
で
、

東
向
斜
面
の
凝
灰
岩
の
岩
肌
に
穿
り
込
ま
れ
た
極
め
て
精
巧
な
五

つ
の
横
穴
か
ら
成
つ
て
い
る
。
谷
口
か
ら
奥
に
向
つ
て

一
号
ど
五

号
と
し
、
そ
の
形
状
を
み
る
と
、　
一
号
横
京
は
前

・
奥
複
室
の
構

造
を
持
ち
、
二
、
三
号
横
穴
は
単
室
四
号
横
穴
は
二
号
横
穴
と
同

じ
手
法
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
四
穴
に
は
、
い
ず
れ
も
玄
室
の

左
右
に
造
り
付
け
の
有
縁
石
床
状
構
造
が
あ
る
。　
一
号
横
穴
は
最

も
丁
寧
に
作
ら
れ
、
前
室
奥
行
約

一
。
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
メ
ー

ト
ル
、
奥
室
奥
行
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・

三
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
前
室
は
前
面
が
崩
壊
し
て
い
て
羨
門
等
の
構

造
を
知
り
難
い
が
、
前
室
の
天
丼
は
四
注
式
妻
入
家
形
で
奥
室
が

平
入
家
形
を
呈
す
る
こ
と
に
よ
り
立
体
的
な
棟
線
の
構
成
を
な
し

て
い
る
。
こ
の
奥
室
の
平
入
り
と
前
室
の
妻
入
り
の
組
合
せ
は
、

当
地
方
の
四
柱
式
家
形
横
穴
と
同
系
統
と
解
せ
ら
れ
る
石
棺
式
石

室
の
羨
道
部
と
玄
室
の
構
造
に
類
似
し
た
点
が
多
い
。
五
号
横
穴

は
丸
天
丼
に
近
く
室
内
は
甚
だ
荒
削
り
で
、
横
穴
を
造
る
間
に
何

か
の
理
由
で
築
造
を
中
止
し
た
半
製
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
例
は
、
適
摩
郡
仁
万
町
赤
崎
山
横
穴
群
、
八
東
郡
美
保

関
町
千
酌
岩
山
古
墳
群
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
、
古
墳
群
の
築
造

遇
程
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
更
に
こ
の
横
京
群
を
構

成
す
る
各
構
穴
の
造
り
が
未
完
の
五
号
を
除
い
て
極
め
て
整
備
さ

れ
、
四
壁
と
天
丼
の
界
線
に
は
突
帯
を
施
し
、
棟
の
線
も
浮
彫
り

と
し
四
隅
も
的
確
に
掘
穿
す
る
等
極
め
て
入
念
に
造
作
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
整
美
入
念
な
横
穴
は
出
雲
の
主
要
古
墳
地
帯
に

見
ら
れ
、
安
部
谷
の
ほ
か
大
草
町
字
有
、
佐
草
町
荒
神
谷
な
ど
と

く
に
こ
の
附
近
に
多
い
。
安
部
谷
の
構
穴
は
そ
れ
ら
の
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。

古
く
か
ら
開
口
し
て
い
て
出
土
品
は
不
明
で
あ
る
。

安
あ

部
べ

横穴群配置図

物
後

%

修
物

第一号穴実測図28





墳丘実測 図

古

天

神

古

墳

松
江
市
　
大
車
町

昭
和
三
五

・
九

・
三
〇
　
県
史
指
定

意
宇
川
流
域
の
水
田
地
帯
の
南
方
に
つ
ら
な
る
山

の
尾
根
筋
で
、
比
高
五
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
高
い

所
に
あ
る
。
墳
丘
は
や
や
い
び
つ
な
形
を
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
長
さ
約
二
五
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
の
高

さ
約
四
メ
ー
ト
ル
の
小
形
前
方
後
方
墳
で
あ
つ
て
、

埴
輪
も
認
め
ら
れ
る
。

内
部
構
造
は
石
棺
式
石
室
で
あ
る
。
切
石
で
横
口

の
あ
る
家
形
石
棺
状
の
石
室
を
作
り
、
横
口
の
前
に

羨
道
を
つ
け
た
も
の
で
、
奥
壁
に
そ
う
て
く
り
形
の

あ
る
縁
を
設
け
た
石
床
を
置
く
。
玄
室
内
法
は
幅
二

メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
一局
さ

一
・
六

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
蓋
石
の
外
面
は
屋
根
形
に
削
り

突
起
を
設
け
て
い
る
。
石
棺
式
石
室
と
し
て
こ
の
如

方
の
他
の
も
の
と
く
ら
べ
て
特
に
異
な
る
所
は
な
い

が
、
奥
壁
移
除
く
他
の
三
壁
を
数
個
の
切
石
を
重
ね

て
作
つ
て
い
る
点
は
、
こ
の
種
石
室
が
大
体

一
壁
を

一
枚
石
で
作
る
の
と
異
な
つ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
は
大
正
五
年
に
農
夫
に
よ
つ
て
発
掘
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
出
土
品
は
東
京
国
立
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
銀
装
円
頭
大
刀

一
・

と
う
す

く

つ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・つ

ず

刀
身

・
刀
子

・
轡
残
片

（鉄
製
Ｙ
雲
珠
残
欠
三

（大

小
二
種
Ｙ
変
形
五
獣
鏡

一
・
金
環
二

・
銀
環
三

・
須

群
粋

（有
蓋
脚
付
増

下
難
ゃ
ｒ
。一局
邦

一
・
唆

「
・

提
瓶
三
）
等
が
あ
る
。
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古天神古墳出土変形五獣鏡 (直送 13伽 )
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墳丘実測図

薄写

〉|・
】

原督

古

墳

松
江
市
　
坂
本
町
薄
井
原

昭
和
三
七
・
六

。
一
二
　
県
史
指
定

古
墳
は
、
澄
水
山
の
南
麓
に
発
達
す
る
独
立
丘
陵
の
突
端
に
位
置
し
て
い
る
。

標
高
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
附
近
の
水
田
面
と
の
比
高
は
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

墳
丘
は
、
前
方
部
を
西
南

（南
十
二
五
度
―
西
）
に
向
け
た
前
方
後
方
墳
で
あ

ＺＯ
。な
お
、
前
方
部
の
西
側
に
接
し
て

一
基
、
前
方
部
西
南
隅
よ
り
六
メ
ー
ト
ル
離

れ
て

一
基
の
小
円
墳
が
あ
餡
″
“
袴
れ
も
径
八
―
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

一
・
五

メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
陪
塚
で
あ
ろ
う
か
。

主
墳
の
全
長
は
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
は
軸
の
長
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅

三
二
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
を
示
す
。
前
方
部
は
、
く
び
れ
部
の
幅

一
八
メ
ー
ト
ル
、

先
端
は
や
や
開
い
て
二
三
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
高
さ
は
、
後
方
部
が
四

・
五
メ

ー
ト
ル
、
前
方
部
は
そ
れ
よ
り
も
約

一
。
四
メ
ー
ト
ル
低
い
。
埴
輪

・
葺
石
な
ど

の
外
部
施
設
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
前
方
部
上
面
に
上
師
器

（高
邸

・
鉢
）

や
須
恵
器

（蓋
イ

・
壷

・
器
台
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
か
た
そ
で
が
た

内
部
構
造
は
、
主
軸
と
ほ
ば
直
交
し
て
後
方
部
の
東
西
両
側
に
二
つ
の
片
袖
形

横
京
式
石
室
が
あ
る
。
西
側
の
も
の
を
第

一
号
石
室
、
東
側
の
も
の
を
第
二
号
石

室
と
仮
称
す
る
。
石
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
石
棺
を
内
蔵
し
て
い
る
。
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選

第

一
号
石
室
は
、
す
で
に
発
掘
さ
れ
、
半
壊
の
状
態
に
あ
る
。
石
室
の
全
長
七
・

六
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
の
長
さ
三

・
九
メ
ー
ト
ル
、
奥
壁
の
幅
二

・
六
メ
ー
ト
ル
、

羨
道
部
は

一
・
六
メ
ー
ト
ル
。
石
室
の
壁
は
、
基
底
部
に
大
形
の
自
然
石
を
置
き
、

上
部
に
五
〇
×
二
〇
セ
ン
チ
内
外
の
自
然
石
を
持
ち
送
り
式
に
積
み
上
げ
、
天
丼

石
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
高
さ
は
、
玄
室
で
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
羨
道
部
は

一
。

四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
床
面
は
、
大
形
の
扁
平
礫
が
敷
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石

棺
は
蓋
と
側
石
の

一
部
が
羨
道
部
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
形
式
は
、
組
合

せ
式
家
形
石
棺
で
あ
り
、
蓋
石
の
幅
九
〇
セ
ン
テ
、
側
石
の
高
さ
五
〇
セ
ン
テ
で

比
較
的
小
形
で
あ
る
。

副
葬
品
は
、
玄
室
か
ら
銅
環
二
個
、
羨
道
部
か
ら
須
恵
器
の
小
壼

一
、
邦
蓋
二
、

身
三
個
が
発
見
さ
れ
た
。

第
二
号
石
室
は
、
玄
室
の
中
央
に
組
合
式
箱
形
石
棺
を
そ
な
え
て
い
る
。
石
室

の
全
長
は
約
八
メ
ー
ト
ル
、
玄
室
の
長
さ
四

・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
二

・
三
ど
二

・
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
二
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
羨
道
部
は
、
幅

一
・
三
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
は

一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
前
方
の
八
の
字
形
に
開
く
部
分
か
ら
閉

塞
石
を
充
填
し
て
い
る
。
石
室
の
構
造
は
、
第

一
号
石
室
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

石
棺
は
、
砂
岩
の
切
石
を
用
い
た
も
の
で
、
前
後
に
割
り
こ
み
を
つ
け
た
二
石

を
立
て
、
そ
の
両
側
に
大
小
三
枚
の
板
石
を
は
め
こ
ん
で
い
る
。
床
石
は
二
枚
か

ら
な
り
、
蓋
石
は
両
側
に
突
起
の
あ
る
長
方
形
の
切
石
を
四
枚
並
べ
た
も
の
で
あ

る
。
棺
の
内
法
は
、
長
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
〇
〇
ど
八
〇
セ
ン
テ
、
深
さ

は
七
五
セ
ン
チ
の
大
形
の
棺
で
あ
る
。

副
葬
品
は
、
玄
室
の
西
北
隅
に
有
蓋
壺
、
脚
付
壺
各

一
個
、
飾
り
金
具
二
個
、

鉄
器

一
本
が
あ
り
、
棺
内
に
は
ガ
ラ
ス
製
小
玉
九
個
、
直
刀
二
口
、
刀
子
三
口
、

や
り
が
ん
な

鉄
鏃
二

一
本
、
鈍

一
本
が
あ
つ
た
。

こ
の
古
墳
は
、
後
方
部
に
計
画
的
に
営
ま
れ
た
横
穴
式
石
室
二
個
を
有
す
る
も

の
と
し
て
珍
ら
し
い
例
で
あ
り
、
ま
た
後
期
の
前
方
後
方
墳
の
著
例
で
あ
る
。
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第二号石室実測図

第二号石室の石棺



金売

崎§

古

墳

群

松
江
市
　
西
川
津
町
金
崎

昭
和
三
二

・
七

・
二
七
　
史
指
定

島
根
大
学
の
東
北
方
に
あ
つ
て
、
西
北
か
ら
東
南
に
向
か
つ
て
走
る
標
高
約
二

〇
メ
ー
ト
ル
の
低
丘
陵
上
に
点
在
す
る
首
墳
群
で
あ
る
。
丘
陵
の
ほ
ぼ
中
央
に
第

一
号
墳

（前
方
後
方
墳
）
が
そ
の
主
軸
を
西
北
に
向
け
て
位
置
し
、
そ
の
東
南
万

に
約
五
メ
ー
ト
ル
を
へ
だ
て
て
第
二
号
墳

（
径

一
六
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
）
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
西
南
方
約
八
メ
ー
ト
ル
に
第
二
号
墳

（
底
辺
三

一
十
三
二
メ
ー
ト
ル

の
方
墳
、
埴
輪
あ
り
）
が
あ
る
。
次
に
そ
の
東
南
方
約
八
〇
メ
ー
ト
ル
．
丘
陵
の

東
南
端
に
第
四
号
墳

（
底
辺
三
〇
×
二
五
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
）
が
あ
る
。
ま
た
第

一
号
墳
の
北
方
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
丘
陵
の
北
端
に
近
い
位
置
に
第
五
号
墳

（

全
長
二
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
又
は
方
墳
に
方
形
の
小
さ
い
造
り
出
し
を
つ

け
た
も
の
）
が
あ
る
。
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第一号墳墳丘実測図

第

一
号
墳
は
昭
和
二
二
年
八
月
、
梅
原
末
治
博
士
が
島
根
考
古
学
会
会
員
と
共

に
発
掘
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
さ
約
二
六
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
の
幅
約
三
〇

メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
の
幅
約

一
四
メ
ー
ト
ル
、
後
方
部
の
高
さ
約
五

・
五
メ
ー
ト

ル
、
前
方
部
の
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
で
、
後
方
部
お
よ
び
前
方
部
の
頂
上
部
は
そ

れ
ぞ
れ
平
面
Ｚ
な
し
て
い
る
。
後
方
部
上
面
の
縁
辺
に
埴
輪
円
筒
を
め
ぐ
ら
し
た

形
跡
が
あ
り
、
前
方
部
上
面
に
は
家
形
埴
輪
お
よ
び
人
物
埴
輪
の
残
片
が
認
め
ら

れ
た
。
第

一
号
墳
の
内
部
構
造
は
、
後
方
部
中
央
に
主
軸
の
方
向
に
設
け
た
割
石
積
み

の
竪
穴
式
石
室
で
、
石
室
は
幅
約

一
メ
ー
ト
ル
、高
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
四

メ
ー
ト
ル
あ
つ
て
、
底
面
に
扁
平
な
礫
を
敷
い
て
い
る
。
壁
石
は
厚
さ

一
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
閥
外
の
偏
平
な
も
の
と
、
二
〇
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
大
形

，，
の
鴇

の
と
が
用
い
ら
れ
、
や
や
粗
造
で
半
壊
し
て
い
た
。
石
室
内
出
土
遺
物
に
は
、
傍

製
内
行
花
文
鏡

一　
・
勾
玉

（碧
玉
製
五
・メ
ノ
ウ
製
六
）

・
管
玉

（碧
玉
製
四
Ｙ

な
つ
め
玉

（碧
玉
製
二
）

・
ガ
ラ
ス
製
小
玉
杉
数
き。
滑
妬
型
臼
玉
多
数

・
子
持
勾

玉

（
滑
石
製
三
）

・
直
刀

（漆
塗
装

一
）

・
須
恵
器

（蔽
大
三
・
同
小
二
。
長
頸

壺

一
・
異
形
連
管
小
壺

一
・
有
蓋
高
邦
二

・
無
蓋
高
郭
五

・
器
台

一
・脚
付
壺

一
）

等
が
あ
る
。
須
恵
器
は
最
も
古
い
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
出
土
品
は
京
都
大

学
お
よ
び
島
根
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
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性 ____里 L____型 生 ____即 m墳 丘 実測 図

丹舟

花
げ

庵カ

古

墳
松
江
市
　
古
曽
志
町

昭
和
八

・
二

・
三
八
　
史
指
定

北
山
山
脈
の
支
脈
が
宍
道
湖
に
向
つ
て
の
び
る
そ
の
間
に
形
成

さ
れ
た
沖
積
地
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
で
あ
る
。
開
墾
さ
れ
て
畑
地

と
な
り
、
墳
形
を
損
じ
て
い
る
が
、　
一
辺
四
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

三

・
五
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
で
、
埴
輪

・
葺
石
が
あ
り
、
二
段
築
成

の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

墳
丘
の
中
央
部
に
、
長
持
形
石
棺
を
直
接
土
中
に
埋
め
て
い
る
。

石
棺
は
、
現
在
蓋
石
の
み
が
露
出
し
て
い
る
が
、
底
石
、
側
石
、

蓋
石
あ
わ
せ
て
六
枚
か
ら
な
り
、
底
石
は
長
さ
約
二
・
五
メ
ー
ト

ル
、
幅
約

一
二
一メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
六
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ

の
両
端
に
長
さ
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
径
二

一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
縄
懸
突
起
を
有
す
る
。
こ
の
底
石
の
上
に
、
長
さ
二

・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
六
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
側
石
を
お
く
。
蓋
石
は
、
内
外
両
面
か
ま
ば
こ
形
を
な
し
、

中
央
部
の
長
さ
二
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
厚

さ
二
五
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
こ
の
蓋
石
に
は
縦
方
向
の
突
帯

と
斜
格
子
文
と
を
組
み
合
わ
せ
た
装
飾
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。

文
様
は
、
中
央
縦
方
向
に
幅
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
無
文
帯
が

あ
り
、
そ
の
両
側
に
こ
れ
と
平
行
し
二
〇
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
の
間

隔
を
お
い
て
左
右
そ
れ
ぞ
れ
対
称
に
幅
七
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
の
突

帯
が
あ
る
。
そ
の
突
帯
を
中
心
と
し
て
平
均
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
間
隔
の
斜
格
子
文
が
沈
線
で
施
さ
れ
て
い
る
。
島
根
県
史
に
よ

る
と
、
か
つ
て
こ
の
蓋
を
取
つ
た
際
、
石
棺
肉
に
は
土
砂
が
流
入

し
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
剣
の
折
片

・
土
器
片
を
発
見
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

装
飾
文
を
も
つ
石
棺
を
有
す
る
古
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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石  棺



徳ヤ

連舟

場
ば

古

墳

八
束
郡
　
玉
湯
町
大
字
玉
造
字
徳
連
場

昭
和
八

。
二
・
二
八
　
史
指
定

玉
造
温
泉
の
東
南
方
の
丘
陵
上
で
標
高
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
所

に
あ
る
。
墳
丘
は
最
大
径
八

・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
五
メ
ー

ト
ル
の
円
墳
状
を
示
し
、
石
棺
が
露
出
し
て
い
る
。

わ
り
た
け
が
た

石
棺
は
、
わ
ず
か
に
胴
張
り
の
あ
る
割
竹
形
石
棺
で
あ
る
。
蓋

は
、
風
化
し
て
分
離
し
て
い
る
が
、
も
と
は

一
石
杉
割
り
ぬ
い
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
長
二

・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
六
セ

ン
テ
、
内
面
の
割
り
こ
み
四
二
セ
ン
テ
を
は
か
る
。
身
は
上
半
部

と
下
半
部
の
二
個
に
分
け
て
割
り
ぬ
か
れ
た
も
の
を
接
合
し
て
い

る
。全
長
二

・
七
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
七
八
セ
ン
チ
、内
法
で
長
さ

一
。
六
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
二

一
ｔ

一
八
セ
ン
チ
で
あ
り
、
蓋

と
身
の
組
み
合
わ
せ
は
印
籠
口
式
で
あ
る
。
発
掘
の
際
剣
身
が
出

土
し
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
に
帰
し
て
い
る
。

こ
の
石
棺
は
、
県
内
で
は
数
少
な
い
割
竹
形
石
棺
で
あ
り
、
し

か
も
棺
身
の
つ
く
り
は
上
半
部
と
下
半
部
の
二
個
を
接
合
し
た
特

異
な
形
式
が
注
意
さ
れ
る
。

石棺実測 図
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石 棺 上 面

石 棺 測 i価



岩

屋

寺

跡

古

墳

（
横
穴
）

八
束
郡
　
玉
湯
町
大
字
玉
造
字
岩
屋

昭
和
三
二

。
一
二

。
一
八
　
史
指
定

玉
造
川
下
流
の
左
岸
の
標
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
頂
部
に

露
頭
す
る
凝
灰
質
砂
岩
の
岩
壁
に
穿
つ
た
も
の
で
、　
〓
一
メ
ー
ト

ル
の
間
隔
を
も
つ
て
南
北
の
二
穴
（北
側
か
ら
第

一
号
穴
と
す
る
）

が
あ
り
、
い
づ
れ
も
東
向
き
に
開
口
し
て
い
る
。
し
ち
ゆ
う

第

一
号
穴
は
前
後
の
複
室
を
そ
な
え
、
天
丼
は
四
注
式
屋
根
形

で
あ
る
。
奥
室
は
、
両
側
に
屍
床
を
設
け
、
南
側
の
屍
床
に
は
幅

八
セ
ン
テ
、
高
さ
五
セ
ン
チ
の
縁
を
と
つ
て
い
る
。
ま
た
、
前
室

で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
四
壁
の
交
点
お
よ
び
天
丼
と
四
壁
の
境
界

線
が
幅
五
ど
六
セ
ン
テ
、
高
さ
三
ど
四
セ
ン
チ
の
突
帯
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
横
穴
の
全
長
は
四

・
四
五
メ
ー
ト
ル
、

奥
室
は
長
さ
、
幅
と
も
に
二

。
一
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
を
示
す
。

床
面
か
ら
天
丼
ま
で
の
高
さ

一
・
七
メ
ー
ト
ル
。
前
室
は
、
奥
室

よ
り
も
約

一
〇
セ
ン
テ
低
く
、
厚
さ
匹
○
セ
ン
テ
の
境
壁
で
奥
室

と
区
分
す
る
。
床
面
の
形
は
、
長
さ

一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
メ

ー
ト
ル
の
短
形
で
あ
り
、
高
さ
は

一
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

第
二
号
穴
は
単
室
で
、
玄
室
の
天
丼
は
四
注
式
の
屋
模
形
を
示

す
。
主
軸
は
北
十
六
八
度
―
東
を
示
し
、
全
長
約
二

・
五
メ
ー
ト

ル
、
玄
室
の
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
二

・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

は

一
。
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
玄
室
も
両
側
に
屍
床
が
つ
く

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
羨
道
部
に
は
二
段
の
切
り
こ
み
が
あ
る
。

い
づ
れ
も
岩
壁
に
穿
れ
た
横
穴
と
は
い
え
、
外
観
は
あ
た
か
も

横
穴
式
石
室
の
開
口
し
て
い
る
の
を
思
わ
せ
、
内
部
の
構
造
も
極

め
て
精
巧
に
つ
く
ら
れ
て
い
て
こ
の
地
方
の
横
穴
の
整
美
な
も
の

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
横
穴
が
あ
る
岩
壁
の
上

部
に
は
、
岩
盤
を
割
つ
た
石
棺
様
の
施
設
が
あ
る
。

ロ
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玉

造

築

山

古

墳

八
束
郡
　
玉
湯
町
大
字
玉
造
字
出
口

。
大
門

昭
和
三
六

・
六

・
一
三
　
県
史
指
定

玉
造
川
の
左
岸
、
温
泉
街
に
近
い
丘
麓
に
あ
る
。

墳
丘
は
、
畑
地
と
竹
錬
に
囲
ま
れ
て
か
な
り
変
形
し
て
い
る
が

円
墳
で
あ
ろ
う
。
東
西
径
約

一
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
二
・
五
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
末
、
安
政
年
間
に
墳
丘
の
中
央
部
と
そ
の
南
側
に

凝
灰
岩
を
割
り
ぬ
い
た
舟
形
石
棺
二
個
が
発
見
さ
れ
た
。

中
央
の
棺
は
、
瓜
実
形
を
星
し
、
主
軸
を
東
南
―
西
北
に
し
て
、

東
南
側
が
高
く
五
度
の
傾
斜
を
も
つ
て
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

西
北
側
を
舟
の
へ
さ
き
状
に
尖
ら
せ
て
い
る
の
は
、
舟
形
石
棺
の

特
異
例
と
い
え
る
。
棺
身
の
総
長
二
。
一
（内
法

一
・
八
）
メ
ー

ト
ル
、
胴
部
最
大
幅
八
〇

（内
法
四
八
）
セ
ン
チ
、
深
さ
は
二
〇

セ
ン
チ
で
あ
る
。
両
側
に
二
個
あ
て
突
起
を
も
つ
て
い
る
。
蓋
は

下
半
身
を
覆
う
西
北
側
が
完
存
し
て
い
る
が
、
身
と
同
様
な
つ
く

り
で
あ
る
。

南
側
の
棺
は
、
中
央
の
棺
か
ら
約

一
メ
ー
ト
ル
離
れ
、
六
〇
セ

ン
テ
低
位
に
置
か
れ
て
主
軸
は
ほ
ぼ
東
西
を
示
し
て
い
る
。

構
造
は
、
中
央
棺
の
よ
う
に
身
の

一
方
が
尖
ら
ず
、
ま
た
身
の

蓋
受
け
は
印
籠
口
で
は
な
く
平
縁
で
あ
る
。
身
の
総
長
二

・
〇
三

メ
ー
ト
ル
、
胴
部
最
大
幅
八
二
セ
ン
テ
、
肉
法
は
長
さ

一
・
七
メ

ー
ト
ル
、
頭
部
幅
四
八
セ
ン
テ
、
足
部
は
二
八
セ
ン
テ
、
深
さ
二

〇
セ
ン
テ
を
は
か
る
。
蓋
は
足
部
し
か
残
つ
て
い
な
い
。

副
葬
品
は
、
玉
作
湯
神
社
の
首
記
録
等
か
ら
推
す
と
、
位
至
三

こ
・，
甍，
‘
つ

公
鏡

一
面

・
勾
玉

・
管
玉

・
ガ
ラ
ス
製
丸
玉

・
小
玉

。
自
玉

・
鉄

剣

・
刀

。
小
形
壺
な
ど
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
ま
た
先
年
、
石
棺
修

理
の
際
に
中
央
棺
の
近
く
か
ら
短
甲
残
片
、
南
棺
の
北
側
に
沿
つ

て
鋒
を
東
に
お
い
た
鉄
鏃

一
東
が
発
見
さ
れ
た
。

0          5          10m
墳丘実測 図
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墳丘実測 図

今
市
大
念
寺
古
墳

出
雲
市
　
今
市
町
鷹
ノ
沢

大
正

一
三

。
一
二
・
九
　
史
指
定

今
市
町
東
南
部
に
突
出
し
た
台
地
上
に
あ
り
、
墳

丘
は
相
当
削
ら
れ
て
い
る
が
、
前
方
後
円
の
墳
形
は

大
体
保
た
れ
て
い
る
。
墳
丘
の
大
部
分
は
地
山
で
、

石
室
付
近
の
み
盛
り
土
に
な
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

前
後
の
主
軸
八
四
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
の
高
さ
六
メ

ー
ト
ル
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
内
部
構
造
の
判
明
し
て

い
る
古
墳
で
は
県
下
最
大
の
規
模
で
あ
る
。
墳
丘
周

辺
に
埴
輪
円
筒
の
残
片
が
認
め
ら
れ
る
。

内
部
構
造
は
壮
大
な
横
穴
式
石
室
に
家
形
石
棺
二

つ
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
石
室
の
用
材
は
、
大
形
の

自
然
石
ま
た
は
割
石
を
用
い
、
現
存
部
の
全
長

一
二

・
八
メ
ー
ト
ル
、
羨
門
部
の
幅

一
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、

奥
壁
部
の
幅
三

。
一
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。

両
側
壁
中
間
部
に
そ
れ
ぞ
れ
三
か
所
に
門
柱
状
に
張

り
出
し
た
石
を
置
き
、
羨
道

。
前
室

・
奥
室
の
二
部

に
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
奥
壁
は
巨
大
な

一
枚
石
を
用

い
、
高
さ
三

・
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
奥
室
の
石
棺
は

刀
社



全

長
さ
三

・
三
四
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、

総
高
約

一
。
九
メ
ー
ト
ル
、
身
の
高
さ
約

一
。
ニ
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
く
り
ぬ
き
で
あ
つ
て
、
屋
根
は
内

ひ
，ウ

外
共
に
四
注
式
に
作
り
、
そ
の
両
平
側
の
軒
部
に
そ

れ
ぞ
れ
三
個
の
円
形
突
起

（前
面
の

一
個
は
欠
損
）

が
あ
る
。
身
は
平
の
側
に
底
辺

一
・
三
七
メ
ー
ト
ル
、

頂
辺

一
。
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
○

・
七
二
メ
ー
ト
ル

の
梯
形
の
横
口
を
開
き
、
横
国
の
外
面
周
囲
に
は

一

〇
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
巾
を
も
つ
て
く
り
こ
み

が
あ
り
、
こ
の
く
り
こ
み
の
上
縁
両
側
に
は
そ
れ
ぞ

れ

一
個
の
小
孔
が
あ
る
。
横
口
の
前
面
に
は
こ
れ
と

接
し
て
別
に
長
方
形
の
切
石
を
横
た
え
て
い
る
。
前

室
に
あ
つ
た
石
棺
は
現
存
し
な
い
が
、
賓
二
０
ヨ

①
Ｏ
ヨ≧
ω
ゆ
盛
中　
↓
す
ｏ
ロ
ビ
い中″
一　
ぞ
いｏ
」
”
α
め　
いヤｐ
α

∪
ｏ
Ｆ
３
０
ｐ
め
　
ｏ
ヽ
　
おす
ｏ
　
口
”
■牌】
　
問
き
，
ｏ
Ｏ
峙０
【∽　
０
、

】
ｐ
Ｏ
ｗ
ｐ
　
に
よ
る
と
、
そ
の
調
査
当
時
す
で
に
蓋
と

前
壁
は
破
損
し
て
い
て
、
棺
の
内
法
は
長
さ
五
フ
ィ

ー
ト

一
イ
ン
チ
、
幅
ニ
フ
ィ
ー
ト
五
イ
ン
チ
、
深
さ

一
フ
ィ
ー
ト

一
〇
イ
ン
チ

一
〇
分
の

一
で
あ
り
、
か

つ
若
干
削
り
方
の
荒
つ
ぽ
い
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
書
に
の
せ
ら
れ
た
実
測
図
に
よ
る

と
、
こ
の
小
棺
は
組
合
式
で
あ
り
、
前
室
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
つ
て
、
奥
壁
に
向
か
つ
て
左
壁
に
近
か
く
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
古
墳
の
開
口
し
た
の
は
、
文
政
九
年
（一八

二
六
年
）
二
月
、
埓
減
鉱
振
工
噂
り
際
で
あ
る
と
い

う
。
金
環
・
′丸４
わ・蛤
鞠
履
。大
切
戦
本
ｉ
輪
胡
・

石
突
・斧
頭
・轡
・馬
鐸
・鈴
・雲
珠
・須
恵
器
等

が
出
上
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
、
硼
締
け
叱
も

・の郎四〕嘲浄一動勒婢慰，磨蜘一・鏡効恵（器，方翻

邦
が
あ
り
、
大
念
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
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20m
墳 丘 実測 図

上
塩
冶
築
山
古
墳

出
雲
市
　
上
塩
冶
町
　
築
山

大
正

一
三

・
一
二
・
九
　
史
指
定

こ
の
古
墳
の
あ
た
り
は
丘
陵
地
帯
か
ら
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ば
か
り
離
れ
た

一
帯
の
平
地
で
、
現
在
畑
と

宅
地
に
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
に
続
く
水
田
地
帯
よ
り

若
千
高
く
な
つ
て
い
る
。
底
径
四
二
ど
四
三
メ
ト
ト

ル
、
高
さ
六

・
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
円
墳
で
、
葺

い
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
に
わ

石
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
埴
輪
円
筒
の
破
片
が
墳
丘

周
辺
に
散
乱
し
て
い
る
。

９

〉
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内
部
構
造
は
凝
灰
岩
の
切
石
を
積
ん
で
壁
を
作
つ

た
横
口
式
家
形
石
棺
二
つ
を
問
い
た
も
の
で
あ
る
。

せ
ん
ど
う

現
状
で
は
石
室
の
長
さ

一
四

・
六
メ
ー
ト
ル
、
羨
道

最
前
部
の
幅

一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
奥
壁
部
の
幅
二
・

八
メ
ー
ト
ル
、
奥
室
の
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
羨
道
部

の
高
さ
二

四
ど
二
二
一
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。

せ
ん
も

充

奥
壁
と
羨
門
の
中
間
両
側
に
方
柱
状
の
切
石
を
立
て

て
門
形
を
作
り
、
そ
の
部
分
の
床
に
は
板
状
の
敷
石

を
置
い
て
い
る
。
も
と
こ
の
所
は
切
石
を
積
ん
で
開

表
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
奥
室
に
は
床
面
に
径
約
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
礫
を
敷
い
て
い
る
。

大
小
二
つ
の
石
棺
は
共
に
奥
室
内
に
置
か
れ
て
い

る
。
小
権
は
奥
壁
に
接
し
、
茨
道
の
方
に
向
か
つ
て

横
口
を
開
い
て
い
る
。
そ
の
長
さ
二
。
一
メ
ー
ト
ル
、

幅

一
・
四
五
メ
ー
ト
ル
、
一尚
さ

一
・
三
二
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
棺
身
は
く
り
ぬ
き
、
蓋
は
内
外
両
面
を
四
注

式
に
削
り
、
平
入
の
位
置
に
横
国
が
あ
る
。
横
口
の

周
囲
に
は
浅
い
く
り
こ
み
が
あ
り
、
下
縁
中
央
部
に

は
排
水
の
た
め
の
せ
ま
い
灘
を
切
り
こ
ん
で
い
る
。

蓋
と
身
の
問
隙
に
は
粘
土
を
こ
め
て
目
張
を
し
て
い

る
。
大
棺
は
小
棺
の
前
方
に
北
側
壁
に
背
面
を
接
し

て
世
か
れ
、
形
状
は
大
体
小
棺
と
同
様
で
あ
る
が
、

つ
ま

そ
の
要
側
に
身
誌
共
に
各

一
個
ず
つ
、
益
の
正
面
に

二
個
、
合
わ
せ
て
六
個
の
円
形
突
起
が
あ
り
、
横
口

は
周
囲
に
く
り
こ
み
が
な
く
、
下
縁
両
隅
に
半
純
な

丸
み
を
つ
け
た
だ
け
の
簡
単
な
形
で
あ
る
。
大
棺
は

長
さ
二
・
七
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
四
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ

一
・
七
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
な
お
大
小
共
に
棺

の
外
側
の
稜
角
は
而
取
り
が
し
て
あ
る
。
小
棺
の
横

口
く
り
形
は
地
蔵
山
古
墳
や
宝
塚
古
墳
の
石
棺
に
類

例
が
み
ら
れ
、
大
棺
の
そ
れ
は
地
蔵
山
古
墳

・
古
天

神
古
墳
の
石
床
に
類
例
が
み
ら
れ
る
が
、
両
者
は
共

に
九
州
の
古
墳
に
多
く
み
る
手
法
で
あ
る
。
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石 権 実 測 図

こ
の
古
墳
が
発
堀
さ
れ
た
の
は
明
治
三
〇
年
二
月

で
、
遺
物
の
出
上
状
況
は
島
根
県
史

（
四
）
に
よ
る

と
、
奥
室
の
権
外
に
上
器

・
鈴

・
槍

・
鏃

・
銀
環
が
か
ん
む
り

あ
り
、
小
石
棺
内
に
玉
類

・
長
刀

一
・
短
刀
二
。
冠

・
土
器

一
等
が
あ
り
、
こ
の
小
粘
の
屋
根
に
馬
具
類

が
の
せ
ら
れ
、
大
権
の
中
に
は
円
頭
大
刀

・
剣
類

（

直
刀
）

・
土
器
お
の
お
の

一
が
あ
つ
た
と
い
う
。

現
存
す
る
出
土
品
は
、
金
銅
冠
　
銀
環

・
玉
類

（

ま
が
た
ま

す
い
し

よ
う

メ
ノ
ウ
製
勾
玉

・
水
品
製
勾
玉

・
メ
ノ
ウ
製
な
つ
め

玉

，
ガ
ラ
ス
製
管
玉

・
ガ
ラ
ス
製
丸
玉

・
ガ
ラ
ス
製

小
玉
）

・
円
頭
大
刀
　
方
頭
大
刀

・
槍
身

・
鉄
鏃

・

く
つ
わ
　
く
ら
　
　
　
　
・ユ
，
　
　
　
　
つ
じ
　
　
　
　
　
　
　
す
え

警

・
鞍
金
具

・
雲
珠
お
よ
び
辻
金
具

・
釦
鈴
　
須
恵

器
等
で
あ
つ
て
、
出
雲
市
教
育
委
員
会
か
ら
県
立
博

物
館
に
寄
託
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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銀装円頭大刀
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鞍 金 具

雲 珠 と杏 葉

轡・辻金具
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石 室 内部

上
塩
冶
地
蔵
山
古
墳

出
雲
市
　
上
塩
冶
町
池
田

大
正

一
三

。
一
二

・
九
　
史
指
定

丘
陵
の
麓
に
作
つ
た
円
墳
で
、
直
径
約

一
五
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
周
囲
か
ら
削
つ

た
た
め
か
、
や
や
惰
円
形
を
呈
す
る
。

内
部
構
造
は
切
石
で
作
つ
た
横
穴
式
石
室
の
中
に
、

く
り
ぬ
き
の
家
形
石
棺
と
有
縁
石
床
と
を
置
く
も
の

で
あ
る
。
石
室
は
奥
室

。
前
室

・
羨
道
の
二
部
に
区

切
ら
れ
て
お
り
、
全
長
約
九
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
奥
室

は
奥
と
両
側
の
三
壁
お
よ
び
天
丼
を
お
の
お
の

一
枚

の
切
石
で
組
み
、
前
壁
の
中
央
に
方
形
の
口
が
あ
つ

て
前
室
に
通
ず
る
。
前
室
側
壁
は
数
個
の
大
形
切
石

を
用
い
、
羨
道
部
と
の
間
に
は
両
側
に
柱
状
の
石
を

置
き
、
そ
の
上
に

一
段
低
く
石
を
横
た
え
て
い
る
。

羨
道
部
側
壁
も
切
石
で
作
ら
れ
て
い
る
。
石
棺
は
奥

壁
に
接
し
、
横
口
を
前
方
に
向
け
、
そ
の
前
に
接
し

て
縁
の
あ
る
石
床
を
置
い
て
い
る
。
石
棺
は
上
塩
冶

築
山
古
墳
の
小
石
棺
に
類
似
し
た
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、

横
口
の
周
囲
の
く
り
こ
み
は
な
い
。
石
床
は
前
後
両

縁
に
く
り
形
が
あ
る
。
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石棺 と石 床
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宝

塚

古

墳

出
雲
市
　
下
古
志
町
畑
田

昭
和
六

。
一
一
・
二
六
　
史
指
定

妙
蓮
寺
山
の
西
北
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
田
中

に
あ
る
が
、
封
土
は
ほ
と
ん
ど
失
な
わ
れ
、
石
室
の

上
部
が
露
出
し
て
い
る
。
石
室
の
床
は
周
囲
の
水
田

荊韓勘呻吟期傲廠ル噂贈穂Ｐ鱒蜘麟脚激翻翔

ら
れ
る
。

閥
部
構
造
は
ほ
ぼ
南
々
西
向
き
に
開
口
し
た

一
種

］
討
脚
叫
つ
瑯
額
Ц
鰤
輩
卯
螂
脚
廓
鰺
瞬
簿
瑯
”
蝉

石
で
作
ら
れ
、
幅
二

・
一
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
三

・
七

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
六
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ

る
。
底
部
に
は
径

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
扁

平
な
礫
を
敷
い
て
い
る
。

玄
室
の
東
壁
に
接
し
て
西
向
き
に
石
棺
が
置
か
れ

て
い
る
が
、
棺
身
は
く
り
ぬ
き
で
南
側
の
み
別
の
石

で
補
つ
た
も
の
で
あ
る
。
棺
蓋
は
四
注
式
屋
根
形
で
、

縁
〕
碑
つ
蒻
練
潮
却
鱒
的
』
Ｔ
螂
脚
向
脚
艤
帥
鶏
陪

古
墳
の
小
石
棺
や
地
蔵
山
古
墳
の
石
棺
と
類
似
し
た

手
法
を
と
り
、
稜
に
面
取
り
を
し
て
い
る
。
な
お
、

石
棺
は
長
さ
二

・
三
メ
ー
ト
ル
、
南
側
の
幅

一
・
三

メ
ー
ト
ル
、
北
側
の
巾

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一

・
五
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。

0     1     2m
石 室実測 図

60



T9爆M軍立



放

れ

山

古

墳

出
雲
市
　
古
志
町
新
宮

昭
和
三
四

・
九

・
一　
　
県
史
指
定

妙
蓮
寺
山
の
東
端
に
接
し
た
比
高
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
の

台
地
上
に
あ
る
。
正
面
か
ら
み
る
と
相
当
高
い
墳
丘
の
よ

う
で
あ
る
が
、
台
地
の
頂
上
に
近
く
作
ら
れ
、
墳
丘
の
上

部
と
周
囲
が
円
墳
状
に
整
え
ら
れ
た
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

内
部
構
造
は
切
石
で
作
つ
た
横
穴
式
石
室
の
中
に
二
人

分
の
石
床
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
玄
室
は
奥
壁
部
の
巾

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三

・
五
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二

・
八
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
壁
と
石
床
は
い
ず
れ

も
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
奥
壁
は

一
枚
の
切
石
を
立
て
、
両

側
壁
は
長
方
形
の
切
石
を
整
然
と
積
ん
で
い
る
。
北
側
壁

に
そ
い

一
部
分
低
い
縁
を
つ
け
た
石
床
が
あ
り
、
南
側
壁

に
接
し
て
も
同
様
の
石
床
が
あ
り
、
そ
の
中
間
に
幅
の
せ

ま
い
石
を
立
て
て
、
こ
れ
杉
二
人
分
に
仕
切
つ
て
い
る
。

せ
ん
ど
，９

玄
室
と
羨
道
の
間
に
は
両
側
に
方
柱
状
の
石
を
立
て
、
そ

の
上
に
ほ
ぼ
同
形
の
石
を
の
せ
て
門
形
を
作
り
、
底
に
細

い
切
石
を
置
い
て
境
界
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
う
す

い
凝
灰
岩
切
石
で
閉
塞
さ
れ
、
羨
道
部
に
は
大
形
栗
石
様

の
石
と
粘
土
が
つ
ま
つ
て
い
た
と
い
う
。

た
拓
室

ア
の
務
鯛
絋
大
正
年
間
で
あ
る
が
、
出
土
鍋
娘
頭
椎
の

大
刀

一
・
金
銅
装
小
刀
残
欠

・
銀
装
刀
残
欠

。
刀
子
残
欠

三

・
鉄
軟
ず
（尖
根
評
移
数

・
悲
乳
蛤
銅
張
杏
葉
三

・
鉄
地

拾
鯛
瞬
堰
珠
及
び
辻
金
具
四

・
轡
二
す（
え一
きつ
は
鉄
地
金
銅

張
鏡
板
の
働
銘
乳
の
）

・
金
環
二
・
須
恵
器

（脚
付
壺

一
・

銀
輛
き一
・
高
邦

一
・
低
脚
付
小
形
長
頸
壺
二
・
小
形
壺
三
・

蓋
芥
若
千
）
等
で
、
県
立
博
物
館
に
寄
託
展
示
さ
れ
て
い

る
。

石室実測 図
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あ
げ
　
　
し
ま

上

島

古

墳

平
田
市
　
国
富
町
上
島

昭
和
三
二
・
七

・
二
七

比
高
約
二
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
相
当
高
い
山
腹
の
か
な
り
急
斜
面
に
作
ら
れ
て
い
る
。
直

径
約

一
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
平
野
に
面
す
る
側
は
整
然
と
形
が

整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
裏
側
つ
ま
り
山
に
続
く
方
は
ほ
と
ん
ど
人
工
を
加
え
て
い
な
い
。
埴

輪
や
葺
石
は
な
い
が
、
墳
丘
周
辺
か
ら
須
恵
器

・
土
師
器
が
相
当
発
見
さ
れ
て
い
る
。

内
部
構
造
は
家
形
石
棺
を
直
接
土
中
に
埋
め
、
そ
れ
と
平
行
し
て
小
さ
い
竪
京
式
石
室
を

設
け
た
も
の
で
あ
る
。
石
棺
は
凝
灰
岩
を
用
い
た
く
り
ぬ
き
の
家
形
で
あ
つ
て
、
棺
蓋
は

一

方
の
側
を
の
こ
し
て
三
方
が
斜
面
に
削
ら
れ
て
い
る
。
棺
蓋
の
平
に
は

一
側
に
二
個
の
矩
形

の
突
起
が
あ
り
、
反
対
側
に
も

一
個
だ
け
突
起
ら
し
い
痕
跡
を
の
こ
し
て
い
る
。
棺
身
に
は

一
方
の
短
壁
に
円
形
突
起
が
あ
る
。
棺
身
は
内
法
で
長
さ

一
・
八
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
○

・
六

九
メ
ー
ト
ル
で
、
側
璧
が
中
ぶ
く
れ
と
な
り
、
底
部
が
上
縁
よ
り
や
や
広
く
な
つ
て
い
る
。

石
室
の
四
壁
は
主
に
三
〇
ど
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
自
然
石
や
割
石
を
積
ん
で
作

ら
れ
、
四
枚
の
石
を
用
い
て
蓋
を
し
て
い
る
、
長
さ
は

一
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
東
側
で

〇

・
七
メ
ー
ト
ル
、
西
側
で
○

・
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
○

・
七
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。

床
部
は
上
で
あ
る
が
、
別
に
か
た
め
た
様
子
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
床
上
に
石
棺
と
同
質
の

石
の
小
片
が
相
当
混
じ
て
い
て
、
石
棺

・
石
室
が
同
時
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
古
墳
は
昭
和
二
四
年
五
月
、
開
墾
作
業
中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
棺
内

に
は
人
骨
が
ほ
ぼ
完
全
に
の
こ
つ
て
お
り
、
副
葬
品
は
そ
の
両
側
に
あ
つ
て
、
ほ
ぼ
左
右
均

整
の
位
置
を
と
つ
て
い
た
。
ま
ず
、
右
側
の
棺
壁
に
刃
を
接
し
て
直
刀
が
尖
端
を
足
の
方
に

向
け
て
置
か
れ
、
そ
の
柄
の
あ
た
り
に
六
個
の
金
銅
製
金
具

・
鉄
製
金
具
小
形
刀
子
が
あ
つ

た
。
ま
た
、
左
胸
の
位
置
に
大
形
刀
子
、
頭
部
右
側
に
銀
環

一
個
、
胸
都
右
側
に
銃
面
を
上

す
ず
く
し

ろ

に
し
て
五
鈴
鏡
、
左
手
の
位
置
に
鈴
釧
が
置
か
れ
て
い
た
。
玉
類
は
頭
の
周
囲
に
ガ
ラ
ス
製
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小
玉
が
散
乱
し
、
左
右
両
腕
か
ら
手
首
の
位
置
に
メ
ノ
ウ
製
管
玉
と
ガ
ラ
ス
製
小
玉
と
が
の

こ
つ
て
い
た
。
ま
た
、
両
足
頸
を
と
り
ま
い
て
ガ
ラ
ス
製
丸
玉
が
あ
り
、
着
用
の
ま
ま
埋
葬

ム
た

つ
き

さ
れ
た
こ
と
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
頭
部
の
両
側
隅
に
三
組
の
須
恵
器
蓋
郷
が
置

く
ら

　

　

　

く

つ
わ
　
　
　
　
・つ

ず

　

ざ
よ
う
よ
う

か
れ
て
い
た
。
石
室
に
は
、
馬
具
類

（鞍
金
具

・
轡
金
具

・
雲
珠

・
杏
葉
等
）

・
矢

（鏃
は

四
〇
ど
五
〇
本
あ
り
、
い
ず
れ
も
単
純
な
尖
根
で
、
箆
は
竹
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
）

・
石

く

つ
わ

突
等
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
。
轡
は
鉄
地
金
銅
張
の
鏡
板
の
あ
る
も
の
と
、
単
純
な
痛
円
形

類
金
の
つ
い
た
も
の
と
が
あ
る
が
、
ｆ
字
形
鏡
板
は
浜
田
市
め
ん
ぐ
ろ
古
墳
出
土
品
と
同
形

式
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
杏
葉
に
は
鉄
地
金
銅
張
の
結
紐
状

（痛
円
剣
尾
形
）
の
も

の
と
、
鉄
製
心
葉
形
の
も
の
と
が
あ
る
。

性     lp      210m墳丘実測 図

0                 1                 2m
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石 室実 測 図
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o                 1                 2m
石棺実測 図
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鈴  鏡
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鈴  釧

杏  葉
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す
　
　
　
ム

周

布

古

墳

浜
田
市
大
字
治
和
三
宅

昭
和

一
一
・
一
二
。
一
六
　
史
指
定

山
陰
本
線
周
布
駅
の
西
南
方
約
半
キ
ロ
の
所
に
あ
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

附
近
の
環
境
は
、
周
布
川
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
の
西
南
隅
に
、
米

ガ
辻
山
か
ら
派
生
す
る

一
条
の
支
丘
が
台
地
状
を
な
し
て
つ
き
出
し
て
い
る
。
周

布
古
墳
は
、
こ
の
台
地
の
突
端
に
築
か
れ
て
お
り
、
標
高
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
沖

積
平
野
と
の
比
高
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
の
古
墳
は
東

北
方
に
石
見
第
二
の
水
田
地
帯
を
望
み
、
西
北
方
は
眼
近
か
に
日
本
海
を
控
え
た

景
勝
の
地
に
営
ま
れ
て
い
る
。
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墳丘実測図

墳
丘
は
、
台
地
の
西
北
隅
を

一
部
切
断
し
て
前
方
部
を
設
け
、
平
野
に
面
し
た

側
に
後
円
部
を
お
い
て
い
る
。
主
軸
は
、
南
北
線
よ
り
も
三
七
度
東
に
ふ
れ
て
い

フＯ
。現
在
、
墳
丘
の
周
囲
は
水
田
と
人
家
の
た
め
に
削
ら
れ
て
お
り
、
こ
と
に
東
側

と
前
方
部
の
先
端
は
著
る
し
い
。
現
存
す
る
墳
丘
の
全
長
は
約
六
六

・
六
メ
ー
ド

ル
、
後
円
部
径
約
二
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
前
方
部
は
、
く
び
れ
部
の
幅

一
八
メ

ー
ト
ル
、
先
端
は
か
な
り
開
い
て
二
四

・
五
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
高
さ
は
、
後

円
部
が
約
五

・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
は
そ
れ
よ
り
も
わ
ず
か
二
五
セ
ン
チ
ほ

ど
低
い
。
な
お
、
残
存
す
る
前
方
部
の
端
か
ら
道
路
の
あ
る
農
ま
で
の
距
離
は

一

七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

次
に
、
墳
丘
の
後
円
部
に
お
い
て
、
基
底
部
よ
り
ニ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で

一
段

を
造
り
、
墳
頂
部
に
は

一
二
ｘ
一
〇

・
五
メ
ー
ト
ル
の
平
面
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
墳
丘
の
斜
面
に
は
葺
石
を
置
き
、
ま
た
埴
輪
円
筒
も
立
て
ら
れ
た
ら
し
く
、

所
々
に
そ
の
破
片
が
散
布
し
て
い
る
。

前
方
部
が
削
ら
れ
て
い
る
の
で
、
元
の
数
値
は
明
確
で
な
い
が
、
測
量
図
に
よ

つ
て
復
元
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
全
長
七
二
・
四
メ
ー
ト
ル
、

後
円
部
の
直
径
は
変
ら
ず
、
前
方
部
の
長
さ
三
七

・
四
メ
ー
ト
ル
、
先
端
の
幅
は

三

一
メ
ー
ト
ル
前
後
と
思
わ
れ
、
し
た
が
つ
て
復
元
し
た
前
方
部
の
端
を
道
路
の

あ
る
切
断
部
と
の
間
隔
は
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
道
路
面
か
ら

上
の
水
田
面
ま
で
の
高
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
古
墳
築
造
当
初

は
幅
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
二

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
範
囲
を
深
さ
約
ニ
メ
ー

ト
ル
前
後
掘
り
く
ば
め
て
自
然
丘
と
墳
域
を
画
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
古
墳
は
益
田
市
の
ス
ク
モ
塚
古
墳
と
と
も
に
石
見
に
お

け
る
古
墳
の
主
座
を
占
め
る
完
備
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

な
お
、
周
布
古
墳
の
東
北
方
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
め
ん
ぐ
ろ
古
墳
跡
が

あ
る
。
封
土
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
円
墳
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
内

部
構
造
は
、
西
向
き
の
横
穴
式
石
室
で
昭
和
二
四
年
二
月
に
優
秀
な
子
持
壺
等
の

須
恵
器
、
鏡
、
馬
具
な
ど
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
周
布
小

学
校
に
保
管
さ
れ
て
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
本
図
集
の
第

一
集
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
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史
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墳丘実測図n

古
墳
は
、
山
陰
本
線
の
石
見
津
田
駅
と
石
見
益
田

駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
標
高
四
〇
ど
二
〇
メ
ー
ト
ル

の
独
立
丘
陵
の
西
寄
り
に
営
ま
れ
て
い
る
。
墳
丘
は

前
方
後
円
形
を
示
し
、
前
方
部
を
北
側
に
向
け
た
主

軸
は
、
南
北
線
よ
り
も
八
度
西
に
偏
し
て
い
る
。

後
円
部
の
西
北
に
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
小
円

墳

一
基
が
あ
る
。
直
径
約

一
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は

三
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
。

主
墳
は
、
全
長
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
の

直
径
五
四
ど
五
七
メ
ー
ト
ル
。
前
方
部
く
び
れ
の
幅

一
九
メ
ー
ト
ル
、
先
端
は
約
二
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

高
さ
は
後
円
部
が
七
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
は
そ
れ
よ

り
も
約
四

・
五
メ
ー
ト
ル
低
い
。

全
体
に
柄
鏡
式
に
似
た
前
方
後
円
形
を
示
す
が
、

後
円
部
の
頂
上
に
径

一
四
メ
ト
ル
前
後
の
平
垣
面
が

あ
り
、
斜
面
の
中
程
に

一
段
を
造
つ
て
い
る
　
こ
の

段
は
、
前
方
部
に
向
か
つ
て

一
五
ｘ
一
七
メ
ー
ト
ル

の
大
き
さ
で
方
形
に
張
り
出
し
て
お
り
、
あ
た
か
も

円
墳
に
造
り
出
し
の
附
属
し
た
よ
う
な
形
状
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
方
部
は
、　
一
辺
の
長
さ

一
〇
ど

一
二
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
状
を
示
し
て
い
る
。

従
つ
て
こ
の
前
方
後
円
墳
は
、
造
り
出
し
の
あ
る
大

円
墳
に
方
墳
が
隣
接
す
る
が
ご
と
き
感
を
あ
た
え
る
。

外
部
施
設
と
し
て
、
後
円
部
に
葺
石
が
あ
り
、
埴

輪
円
筒
を
二
段
に
め
ぐ
ら
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

か
よ
う
に
本
古
墳
は
、
石
見
で
は
最
大
の
規
模
を

も
ち
、
し
か
も
完
備
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
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古

墳

群

益
田
市
　
〓理
田
字
塚
穴
原

・
鵜
ノ
鼻

昭
和
三
二

・
八

・
一　
県
史
指
定

山
陰
本
線
石
見
津
田
駅
の
西
方
約

一
キ
ロ
の
所
に
、
日
本
海
へ
半
島
状
に
つ
き
出

し
た
標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
の
台
地
が
あ
る
。
鵜
の
鼻
古
墳
群
は
こ
の
台
地
上
と

汀
線
に
近
く
分
布
す
る
総
計
五
〇
基
余
り
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
現
存

す
る
も
の
三

一
基
で
他
は
破
壊
さ
れ
た
。

こ
の
古
墳
群
は
、
古
墳
の
分
布
状
態
か
ら
次
の
四
支
群
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
鵜
の
鼻
支
群
　
一
五
基

　

（円
墳
の
み
、
現
存
す
る
も
の

一
三
基
）
、
田
ノ
尻
支

群
　
一
五
基
　

（
円
墳
の
み
、
現
存
す
る
も
の
七
基
）
、
山
目
支
群
　
一
一
基

（現

存
す
る
も
の
円
墳
七
基
、
前
方
後
円
墳

一
基
）
、
山
伏
堂
支
群
　
一
一一基
　

（現
存

す
る
も
の
円
墳
二
基
、
前
方
後
円
墳

一
基
）
の
各
支
群
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鵜
の
鼻
地
区
の
保
安
林
に
分
布
す
る

一
九
基
の
円
墳
と
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

円
墳
は
、
直
経

一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
、
高
さ
二
ど
三
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
な
も
の

が
多
い
。
内
部
構
造
は
、
海
岸
の
転
石
と
花
筒
岩
の
割
石
を
使
用
し
た
横
穴
式
石
室

で
あ
る
。
プ
ラ
ン
は
、
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
片
袖
形
で
玄
室
は
石
材

を
持
ち
送
り
式
に
積
み
上
げ
て
い
る
。
全
長
五
ど
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
五
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
が
多
い
。

前
方
後
円
墳
は
、
第
四
三
号
墳
の
よ
う
に
全
長
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
の
高
さ

二

・
三
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
内
部
構
造
も
円
墳
と
同
じ
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

副
葬
品
は
、
古
く
採
集
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
大
正

一
一
年
の
山
陰
鉄
道
開
設
工

事
以
来
、
近
年
ま
で
多
数
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
出
土
古
墳

の
判
明
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
土
器
類
、
耳
環

・
玉
な
ど
の
装

身
具
類
、
大
刀
ｏ
鉄
鏃
の
武
器
類
の
ほ
か
に
滑
石
製
紡
錘
車
等
が
あ
り
、
優
秀
な
単

竜
環
式
の
環
頭
も
あ
る
。

以
上
、
こ
の
古
填
群
は
石
見
で
は
最
も
規
模
の
大
き
な
古
墳
群
で
あ
り
、
し
か
も

中
に
前
方
後
円
墳
を
含
む
後
期
古
墳
群
と
し
て
注
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

74



ｔ

電

工
．
一
、

．

・●．　　け
ウ］”一，一中

』蝋ね一ロビ鴫

暑・毒

―

」
〓
・

３
Ｊ
Ｈ
ａ
β
白
ロ
ロ

こ
と

争

ｒ

，
■

ｉ‐

―
―

鮮
遼
憑
「五
騒
Ｉ
盟
■

ｒ盤
ｒ
鳴
４
　

江
，″
♂
■

・Ｌ
Ｆ

●島
，

　

　

こ

ぃ
▼
　

↑
尋

当

一
番

ギ

　

　

　

′

一
・．摩
・
」
上・お

さ
ξ
，
お
“
学

ir樽
=

♂
Ｌ
Ｉゃ・ぶ
爵
暇

・
■

、

議
夕と   1

Ｈ

ヽ

４
ｉ増

Ｌ
い

報

工‐
，

■
　

　

　

　

４■
工
下
げ

ゞ

，ヽ鉄
静

苺
漁
Ｅ

ｒ

15m

衡

10m
第四三号墳墳丘実測図



ヤ   予

第八号墳石宅内部

第八弓 lR石室実測 J
，
Ｉ



環頭大刀柄頭

須 恵 恭
77



主
　
要
　
文

佐
太
講
武
貝
塚

「講
武
村
誌
」
昭
和
三
〇
。
山
本
清

「
西
山
陰
の
縄
文
式
文
化
」

（島
根
大
学
山
陰
文
化

研
究
紀
要

一
）
昭
和
三
六

サ
ル
ガ
鼻
洞
窟
住
居
跡

佐
々
木
謙

・
小
林
行
雄

「出
雲
国
森
山
村
崎
ケ
鼻
洞
窟
及
び
権
現
山
洞
窟
遺
蹟
」

（考
古

学
八
の

一
〇
）
昭
和

一
二

権
現
山
洞
窟
住
居
跡
　
同
前

猪
目
洞
窟
遣
物
包
含
層

大
谷
従
二

。
大
国

一
雄

。
池
田
次
郎

「出
雲
国
猪
目
洞
承
遺
跡
調
査
概
報

（人
類
学
雑
誌

六

一
の

一
）
昭
和
三
四

造
山
古
墳

森
貞
成

「出
雲
国
能
義
郡
荒
島
村
出
上
の
遺
物
に
つ
い
て
」
（考
古
辛
雑
誌
二
九
の

一
二
）

昭
和

一
四
。
山
本
清

「出
雲
国
に
お
け
る
方
形
墳
と
前
方
後
方
墳
に
つ
い
て
」

（島
根
大

学
論
集

一
）
昭
和
二
六

岩
舟
古
墳

梅
原
末
治

・
石
倉
暉
栄

「出
雲
に
於
け
る
特
殊
古
墳
　
中
ノ
下
」

（考
古
学
雑
誌

一
一
の

三
）
大
正

一
〇

山
代
二
子
塚
　
「島
根
県
史
四
」
大
正

一
四
。
山
本
清
　
一刷
掲
文

山
代
方
墳
　
山
本
清
　
一団
掲
文

大
庭
鶏
塚

梅
原
末
治

「
丹
波
国
南
桑
田
郡
篠
村
の
古
墳
」

（考
古
学
雑
誌
九
の

一
）
大
正
七
。

「島

根
県
史
四
」

安
都
谷
古
墳

（横
穴
）

後
藤
蔵
四
郎

「安
部
谷
の
古
墳
」

（島
根
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
五
）
昭
和

八
。
山
本
清

「横
穴
の
形
式
と
時
期
に
つ
い
て
」

（島
根
大
学
論
集

一
一
）
昭
和
三
七

古
天
神
古
墳

梅
原
末
治

「出
雲
に
於
け
る
特
殊
古
墳
　
上
」

（考
古
学
雑
誌
九
の
三
）
大
正
七
。
高
橋

健
自

「
出
雲
国
八
束
郡
大
草
古
天
神
山
古
損
発
掘
遺
物
」

（
同
九
の
五
）
大
正
八
。
山
本

清

「
須
恵
器
よ
り
見
た
る
出
雲
地
方
石
棺
式
石
室
の
時
期
に
つ
い
て
」

（
島
根
大
学
論
集

六
）
昭
和
三

一

慈
井
原
古
墳

島
根
県
教
育
委
員
会

「薄
井
原
古
墳
調
査
報
告
」
昭
和
三
七

金
崎
古
墳
群

山
本
清

「出
雲
国
に
お
け
る
方
形
墳
と
前
方
後
方
墳
に
つ
い
て
」

丹
花
庵
古
墳

梅
原
末
治

「出
雲
八
束
郡
の

一
装
飾
古
墳
」

（歴
史
と
地
理
二
六
の
三
）
昭
和
五
。

「
島

根
県
史
四
」
。
山
本
清
　
一削
掲
文

徳
連
場
古
墳

「
出
雲
上
代
玉
作
遺
物
の
研
究
」

（京
都
大
学
考
古
学
研
究
報
告

一
〇
）
昭
和
三

岩
屋
寺
跡
古
墳

（横
穴
）

同
前

玉
造
築
山
古
墳
　
同
前
。

「
島
根
県
史
四
」

今
市
大
念
寺
古
墳

梅
原
末
治

「出
雲
に
於
け
る
特
殊
古
墳
　
中
ノ
上
」

（考
古
学
雑
誌
九
の
五
）
大
正
八
。

「島
恨
県
史
四
」

上
塩
治
築
山
古
墳
　
梅
原
末
治
　
一則
掲
文
。

「島
模
県
史
四
」
。

「
出
雲
市
誌
」
昭
和
二
六

上
塩
治
地
蔵
山
古
墳
　
梅
原
末
治
　
学刷
掲
文

宝
塚
古
墳
　
梅
原
末
治

「丹
波
国
南
桑
田
郡
篠
村
の
古
墳
」

放
れ
山
古
墳
　

「出
雲
市
誌
」

上
島
古
墳
　
池
田
満
雄

「出
雲
上
島
古
墳
調
査
報
告
」

（古
代
宰
研
究

一
〇
）
昭
和
二
九

周
布
古
墳

後
藤
蔵
四
郎

「周
布
村
三
宅
の
瓢
形
墳
」
（島
根
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
七
）

昭
和

一
〇

ス
ク
モ
塚
古
墳
　
矢
富
熊

一
郎

「
須
玖
茂
塚
」
昭
和
二
五

鵜
ノ
鼻
古
墳
群
　
「島
根
県
史
四
」
。
矢
富
熊

一
郎
　
一削
掲
書

78



1_ン′́_、じ井霊電̂ l  >ユ :/yギ…   蜂
f阻
稔 辞
ヽ

:す
上 ゝ捏

イ

丁

二 宝

� 、xl___/^´
′‐` 3

2

014  ●・ 12

〉/il_ノ
'ダ

4
ゝ

:

ン・
~~ら
、デ
J

「
‐̂と          ヽ夕′,′―́

メ  と,   T

「
 tヽい/了
⌒Jマ
ユ   予//オ■1_ノ＼_、   rノ   デ    l      i!                 ぜ＼_＼

 ダ
ノ

″ノ
ンデ
ト`
_ヽ_´…-7/

l半

}。、.ハ /・
プ

′'・

/

(.

。

２５

~          
′デ
・
＼.′・生_.♪。

1夕 .デ
・
。ヽヽ。4▼ .―・

｀

1、

                  .
負
          .^.ry「

´`
'´
か` ~`▼
kォ″″_、、_′ ″`、ゎ

ン
、`トr

ｒ
ゝ
Ｆ
（
‘

｀`';I                   

″

′Ｗ
♪

一
（

′

・
ヽ

・
′

・′
I

二

r

,

.ヽ_.′。、。
再
′

●
フ

′

,

)

ヽ
ヽ
・
と・、。″  

・

＼、_′‥、    ′.ャ。
ガ

(.´
′
ァ
デ1

で
・
プ

ヽ

■

'

番
号

一　
遺
　
跡
　
名

Ｉ

佐

太
講
武
貝
塚

２
　
サ
ル
ガ
鼻
洞
窟
住
居
跡

３
　
権
現
山
洞
窟
住
居
跡

４
　
猪
目
洞
窟
遺
物
包
合
層

５
　
造
　
山
　
古
　
墳

６

岩

舟

古

墳

７

山

代

二

子

塚

８

山

代

方

墳

９

大

庭

鶏

塚

１０
　
安
部
谷
古
墳

（横
穴
）

１１

古

天

神

古

墳

・２

薄

井

原

吉

墳

・３

金

崎

古

墳

群

・４

丹

花

庵

古

墳

・５

徳

連

場

古

墳

・６
　
岩
屋
寺
跡
古
墳

（横
寮
）

・７
　
玉
造
築
山
古
墳

・８
　
今
市
大
念
寺
古
墳

‐９
　
上
塩
冶
築
山
古
墳

２０
　
上
塩
冶
地
蔵
山
古
墳

２‐
　
宝
　
塚
　
吉
　
墳

２２

放

れ

山

古

墳

２３

上

島

吉

墳

２４

周

布

吉

墳

２５
　
ス
ク

モ
塚
古
墳

２６
　
鵜

の
鼻
古
墳
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安
部
谷
古
墳

（横
京
）

後
藤
蔵
四
郎

「安
部
谷
の
古
墳
」

（島
根
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
五
）
昭
和

八
。
山
本
清

「横
穴
の
形
式
と
時
期
に
つ
い
て
」

（島
根
大
学
論
集

一
一
）
昭
和
三
七

古
天
神
吉
墳指

定
遺

跡

分
布

図

周
布
古
墳

後
藤
蔵
四
郎

「周
布
村
三
宅
の
瓢
形
墳
」
（島
根
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
七
）

昭
和

一
〇

ス
ク
モ
塚
古
墳
　
矢
富
熊

一
部

「
須
玖
茂
塚
」
昭
和
二
五

鵜
ノ
鼻
古
墳
群
　
「
島
根
県
史
四
」
。
矢
富
熊

一
郎
　
一田
掲
書



発 印

イ子 用1

昭 昭
和 和

十 十
八 八
年 年

月 月

十 十
一 五
日  日

島

根

の

文

化

財

第

〓
一
集

編
集
発
行

印

　

刷

島

根

県

教
育

委

員
会

京
都
　
株
式
会
社
便
利
堂


